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～ はじめに ～
ITスキル標準の発表から数年が経過し、ITスキル標準は、以前に増して広く活用されるようになっている。また、それに伴い、ITプロフェッショナルの社内認定制度においてITスキル標準を参照する企業も、ますます多くなってきた。
ITスキル標準を活用した、社内ITプロフェッショナルの認定制度の設計や運用にあたっての手順・留意点をまとめたものが、この「社内プロフェッショナル認定の手引き（以下、「本手引き」と称する）」である。

本手引きに示された社内認定制度の手順や留意点は、企業が、このような制度を設計・運用する際に参照するものである。社内認定制度の実現を目指す各企業には、本手引きを参考にしながら、各企業の状況に合わせた形で制度設計・運用を行うことが望まれる。
本手引きを参照することにより、ITスキル標準に基づいたITプロフェッショナルの育成の促進と評価の客観性が向上し、ITサービス産業の発展とITプロフェッショナル個人の成長に寄与することを期待する。
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第1部 本編

1.1 本手引きの活用にあたって
1.1.1 本手引きの意義
本手引きは、ITスキル標準を活用した人材育成の一つの方法として、ITプロフェッショナルの認定制度の策定や改善・変更を考えている企業や組織のために、ITプロフェッショナル認定制度の設計や実際の運営に関する手順や留意点などをまとめたものである。

以下には、まず、本手引きが対象とするITプロフェッショナルの認定制度の意義や、本手引きの目的等を示す。
(1) ITプロフェッショナル認定制度の意義
本手引きが対象とするITプロフェッショナル認定制度は、企業・組織や個人にとっては、以下のような意義・効果を持っている。

ITプロフェッショナルを認定することは、企業や組織にとっては、
· 社内外に向けて、認定した人材を、プロフェッショナルとしての専門性を持って、ビジネスを遂行する人材であることを宣言する意味を持つ。
· 企業や組織の実力と保有する人材の評価は、当面のビジネスのみならず、将来のビジネスにも大きな影響を持つ。

· 組織内でプロフェッショナルを目指す個人のモチベーションが向上する。

· 後進人材にとっては、目標となるITプロフェッショナルが具体化することにより、キャリア開発に対するより深い関心が生まれる。

ITプロフェッショナルとして認定された個人にとっては、

· キャリアアップの重要な機会となる。

· 社内外における自らの人材価値を証明することになる。

· プロフェッショナルとして社内外を問わず、業界の発展に貢献する責務を負うことになる。

本手引きは、ITプロフェッショナル認定制度の効果的な運営を目指す企業に対して、上に示されたような効果を最大限に実現するための手順や留意点等を具体的に示したものである。
(2) 本手引きの目的
ITスキル標準は、ITサービスの提供に必要とされる能力を明確化・体系化した指標であり、ITプロフェッショナルの育成・訓練等に有用な共通指標として策定されたものである。

しかし、ITスキル標準を活用した人材の評価において、本手引き以外に、各ITプロフェッショナルのレベル評価、とりわけハイレベルのITプロフェッショナルのレベルを測定する手法に関して参考となる公式な文書はほとんどなかった。
このため、ITスキル標準の発表後、早い段階から、この共通指標を活用して自社のITプロフェッショナルのレベル認定に取り組んできた企業は、各企業独自の評価方法で、社内認定制度を運用してきたという経緯がある。

ITスキル標準という指標が共通であったとしても、「評価方法」を各企業独自のやり方に委ねている以上、解釈の厳密さの度合いによりバラツキが生じて来ることは避けられない。しかし、この手引きにしたがってITプロフェッショナル認定制度を設計し、制度の運用を通じて、継続的な制度改善を図ることにより、企業間のバラツキの平準化が期待されている。

本手引きの手順にしたがって、ITスキル標準のレベル評価の指標である「達成度指標」を用いた評価の厳密さを追及することにより、各企業独自のビジネス形態や職種の定義等に依存せず、社外にも、自社のITプロフェッショナルの人材価値を示すための客観的なプロセスと評価基準を設定することができる。

また、本手引きの活用とITプロフェッショナル制度の運用により、企業や組織とITプロフェッショナル個人との間で、人材の付加価値の共有化を図り、さらなる人材育成に向けた具体的な目標設定とキャリアアップが実現されることとなる。

(3) 本手引きの位置づけ
一般に、評価の仕組みは、「評価の基準」と「プロセス」と「書式」が定義されて初めて有効に機能する。ITスキル標準には、評価の仕組みに必要な「評価の基準」が示されている。したがって、本手引きにおいて、さらに「プロセス」と「書式」を定義することにより、評価の仕組みに必要な要素が整ったと言える。

本手引きにおいては、第２部 プロセス編に「プロセス」を、第３部 資料編に「書式」を示している。ITスキル標準に示された「評価の基準」と、本手引きに示された「プロセス」と「書式」を活用することで、社内でITプロフェッショナルの評価を行う仕組みを整備することが可能となる。

なお、本手引きは、ITスキル標準 Ｖ３ 2008に依拠していることから、ITスキル標準が変更された場合は、本手引きの見直しも必要となる。

1.1.2 本手引きの概要
(1) 要点
ITプロフェッショナルの評価を行う前提として、「何を評価するか」、「どのように評価するか」、「評価結果をどう活用するか」という３つの観点から、本手引きの要点を以下に示す。
● 何を評価するか
ITプロフェッショナルの人材価値を、ITスキル標準のレベルによって評価する。
● どう評価するか
第２部プロセス編に示した認定プロセスと、第３部 資料編に示した認定に用いる書類（書式）を用いて、当該ITプロフェッショナルを書類審査や面接審査によって評価する。
● 評価結果をどう活用するか
ITプロフェッショナルを認定することにより、ITプロフェッショナルの人材価値を社内に周知するとともに、社内の人材調達などに活用する。また、ITプロフェッショナル認定制度の意義は、p.1に示したとおりである。

(2) 全体構成

本手引きは、以下のとおり、３部から構成される。
● 第１部　本編

本手引きの意義や概要のほか、ITプロフェッショナルの認定に対する考え方等を示す。

● 第２部　プロセス編

ITスキル標準に基づく社内認定制度の設計、運用、改善において、認定制度を運用する組織の視点、申請者を有する組織の視点、および個人の視点を含めて、認定制度のプロセスとその留意点を示す。なお、留意点には、評価の際の観点や評価のポイント等が含まれている。
● 第３部　資料編

本手引きにおいて認定に用いる書類のサンプルを職種別に示す。
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図 1　本手引きの全体構成

1.1.3 本手引きにおける用語の定義
本手引きにおける重要な用語の定義を以下に示す。
(1) 認定

本手引きでは、ITプロフェッショナル個人が、ある評価基準に到達している事実を、組織として公式に認めることを、「認定」と呼ぶ。
また、本手引きでは、認定の際に到達すべき評価基準としてITスキル標準を用いる。特に、ITスキル標準では、レベル認定の基準を「達成度指標」として定義しているため、「認定」のためには、該当する職種・レベルの「達成度指標」を満たすことが必須要件となる。

このように「達成度指標」の充足が、認定の必須要件であるが、ITプロフェッショナルの認定要件として、各企業で、その他の要件を自由に追加することができる。例えば、ITスキル標準には、「達成度指標」の裏づけ（前提）として、保有すべきスキル項目とその水準を示した「スキル熟達度」が定義されているが、本手引きでは、この「スキル熟達度」についても、「達成度指標」と併せて評価を行うことを推奨している。
また、後述する技術者認定とプロフェッショナル認定という観点から、本手引きに示す「認定」は、「プロフェッショナル認定」に該当する。そのため、プロフェッショナルとしての「行動特性」（下記参照）なども、評価項目として含めることが望ましい。
(2) 行動特性

プロフェッショナルとして、継続的に責任を持つべき成果物と品質を満たすために必要となる倫理観、および、ふるまいや行動の基礎となる態度を、本手引きでは「行動特性」と呼ぶ。この「行動特性」という用語は、ITスキル標準には明示的には定義されていないが、プロフェッショナルにとっては、きわめて重要な要素であり、プロフェッショナル認定においては、重要な評価項目となり得る。
「行動特性」には、プロフェッショナルとして共通に求められる行動特性と、職種固有の行動特性があることを本手引きで示した。また、本手引きでは、これらの行動特性を、各種資料や有識者の発言から引用して、例として示している（p.29以降参照）。

各企業では、本手引きにおける例示を参考に、各企業のプロフェッショナルに求められる行動特性を明らかにし、認定の際の評価基準として活用することが望まれる。

1.1.4 本手引きの適用範囲
(1) 本手引きの適用対象（組織）
本手引きの適用対象としては、ITスキル標準 Ｖ３ 2008をもとに、社内認定制度の策定・運用を検討する以下の企業または個人を想定している。
· 情報サービス企業（情報システム部門を持つユーザ企業も含む）
· ITプロフェッショナル個人

本手引きは、主としてITスキル標準 Ｖ３ 2008の定義に基づく社内認定制度を想定している。
本手引きを「社内」の認定制度に限定した理由は、以下の２つである。

· ITプロフェッショナルの認定においては、個人の成功裡な経験と実績を適切に評価する必要があるが、社内であれば、より的確に個人の業務経歴を確認できる。

· 業務経歴書等に記述される契約に関連する情報等の守秘義務、および関連法規上の課題の解決には更なる検討が必要である。

本手引きに示した評価基準および考え方は、社外のITプロフェッショナルの認定にも適用可能である。しかし、社外を適用対象とする認定制度の実施にあたっては、対外厳秘の社内情報や個人情報を扱うことになるので、守秘義務の徹底が前提となるほか、認定結果に対してさらに広い責任が求められることを認識しなければならない。
なお、本手引きでは、ITスキル標準に定義されていない項目についても、企業や組織での認定基準として活用できるように、ITスキル標準に定義された記述のほか、ITプロフェッショナル育成ハンドブック等の各種公表資料も参照して、評価基準を例示している。

(2) 本手引きの適用対象（人材）
本手引きの適用となる人材は、プロジェクトをリードし、社内にハイレベルのプレーヤーとして認知されている人材であるレベル４以上の人材である。
また、職種については、ITスキル標準において定義されている全ての職種を対象としている。ただし、書類の記入例やサンプルについては、一部の職種について例示している。
1.2 プロフェッショナルの認定に対する基本的な考え方
1.2.1 技術者認定とプロフェッショナル認定

高い専門性を有する人材の認定においては、「技術者認定」と「プロフェッショナル認定」の２つの考え方がある。それぞれの認定における考え方の違いは、以下のとおりである。
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図 2　技術者認定とプロフェッショナル認定

(1) 技術者認定

技術者認定においては、特定の技術者として必要なスキルを保有し、それらのスキルを活用して、「求められる仕事を十分に達成したか」という観点からの評価を行う。図 2に示されたとおり、「組織の中で求められる仕事」に対する評価を行うのが技術者認定であると言える。
ITスキル標準の評価指標を用いれば、技術者認定では、知識・スキルを評価する「スキル熟達度」と「達成度指標」の「ビジネス貢献」の部分が評価の対象となる。

(2) プロフェッショナル認定

プロフェッショナル認定においては、技術者認定の評価範囲に加えて、顧客への貢献や特定のプロフェッショナルとしての社内外での貢献が求められる。また、そのような貢献を行うために、プロフェッショナルとしての行動特性も必要とされる。
顧客に対して真に貢献するためは、顧客あるいは顧客のビジネス環境のほか、関連法規や技術動向、プロジェクトの個々のメンバのスキル保有状況等も含めた総合的な判断に基づいて業務を遂行することが求められる。

さらに、直接的なビジネス上の成果だけではなく、プロフェッショナルとして、産業の発展に貢献したかどうか、という成果も求められる。例えば、自らの経験を継承するために後進を育成することも、重要な貢献である。また、社内外においてコミュニティや委員会活動へ参加することや、自らの知見や経験を論文や著作物として世間に問うことなども、対外的な貢献として認められる。
このような産業に対する社会的な貢献責任は、ITスキル標準では、「達成度指標」の「プロフェッショナル貢献」として定義されている。

さらには、プロフェッショナルとしての倫理観を含めた行動特性についても評価しなければならない。この行動特性は、プロフェッショナルとしての「ビジネス貢献」や「プロフェッショナル貢献」の基盤を形成するものとして位置づけられる。

行動特性については、ITスキル標準では明確に定義されていないが、プロフェッショナル認定においては必須の評価項目と考えられる。
このように、技術者認定とは異なり、プロフェッショナル認定においては、プロフェッショナルとしての社会的責任（プロフェッショナル貢献）や倫理観（行動特性）も評価の対象となる。
プロフェッショナル認定は、認定の対象となる人材を、組織内に留まらず、組織が所属する産業の中でも一定の責任を有する存在としてとらえた、より社会的な枠組みの中での認定概念である。
1.2.2 ITスキル標準におけるレベル認定の考え方
● ITスキル標準におけるレベル認定の指標
ITスキル標準では、レベル認定の基準を「達成度指標」によって定義している。よって、ITスキル標準に基づくレベル認定は、「達成度指標」を用いて行うことが必須となる。

本手引きでは、「達成度指標」に加えて、「スキル熟達度」や「プロフェッショナルとして行動特性」などの評価も併せて行うことを推奨しているが、「達成度指標」以外の評価指標が満たされていたとしても、「達成度指標」に満たされていない項目がある場合は、当該レベルの認定基準を満たしたことにはならない。すなわち、「達成度指標」は、認定の際の必須要件として位置づけられる。
● ITスキル標準における「成功裡の経験と実績」

ITスキル標準においては、「成功裡の経験と実績」という記述が、しばしば見受けられるが、この「成功裡の経験と実績」は、各職種のプロフェッショナルが責任を持つべき成果物の品質を満足したか否かによって評価する。したがって、プロジェクトの成否は、成功裡な経験と実績とは、直接関係しないことに留意が必要である。これは、プロジェクトが成功したからと言って、プロフェッショナルとして成功裡の経験と実績を積んだとは言えないケースがあり得るということを意味している。

1.2.3 情報処理技術者試験の活用について
(1) ITプロフェッショナルのレベル認定に対する考え方
ITプロフェッショナルのレベルの評価方法については、共通キャリア・スキルフレームワークやプロフェッショナルコミュニティの報告書等により、以下のような方針が示されている。

· レベル４：
情報処理技術者試験等のスキルを評価する何らかの手段に加え、業務経歴書による実績評価 （ビジネス貢献とプロフェッショナル貢献）
· レベル５以上：
業務経歴書に加え、面接による評価

なお、以下には、ITスキル標準 Ｖ３ 2008の公表に伴う本手引きの改訂にあたり、これまで方法の目安が示されていなかったレベル４についての認定に関する考え方を示す。

(2) レベル４の認定に対する考え方
レベル４の認定に関する基本的な考え方は、以下のとおりである。
· ITスキル標準が想定するレベル４は、専門領域が確立し、チームリーダとして部下を指導し、スキルや経験を活用して要求水準を満たす成果をあげることができる人材である。このような人材に対しては、実ビジネスの世界で求められる総合的な能力発揮と責務遂行の実績、および技術の発展や後進の育成等のプロフェッショナルとしての実績が要求されることを踏まえ、レベル４の認定においては、「達成度指標」による評価を必須とする。
· レベル４に関しては、育成のために実施している普段の面接の成果を積極的に活用することを前提として、書類審査を主体とした認定も可能とする。しかし、評価が難しい場合や疑義がある場合には、認定のための面談を併せて行うことを推奨する。

また、レベル４の認定における情報処理技術者試験の活用については、以下のとおりとする。

· 上に示した基本的な考え方に則り、情報処理技術者試験の高度試験（ITストラテジスト試験、システムアーキテクト試験、プロジェクトマネージャ試験、ネットワークスペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャリスト試験、ITサービスマネージャ試験等）の合格者についても、「達成度指標」による評価を必須とする。

· 高度試験は、それぞれの職種に要求されるレベル４の「知識」と高度な「技能」を測るものであるから、対応する情報処理技術者試験の高度試験（表 1参照）の合格によって、ITスキル標準レベル４に最低限求められるスキルの熟達度合いをほぼ満足していると見做すことができる。

以下には、職種、専門分野、およびレベルと情報処理技術者試験との対応関係を示す。
表 1　情報処理技術者試験との対応関係 （ITスキル標準 Ｖ３ 2008第一部 概要編より）
	レベル
	職種
	専門分野
	試験区分

	レベル４
	マーケティング
	
	ITストラテジスト試験

	
	セールス
	
	ITストラテジスト試験

	
	コンサルタント
	
	ITストラテジスト試験

	
	ITアーキテクト
	
	システムアーキテクト試験
ほか（注１）

	
	プロジェクト
マネジメント
	
	プロジェクトマネージャ試験

	
	ITスペシャリスト
	プラットフォーム
	

	
	
	ネットワーク
	ネットワーク
スペシャリスト試験

	
	
	データベース
	データベース

スペシャリスト試験

	
	
	アプリケーション共通基盤
	

	
	
	システム管理
	

	
	
	セキュリティ
	情報セキュリティ
スペシャリスト試験

	
	アプリケーション
スペシャリスト
	
	システムアーキテクト試験

	
	ソフトウェア
デベロップメント
	基本ソフト
	

	
	
	ミドルソフト
	

	
	
	応用ソフト
	システムアーキテクト試験

	
	カスタマサービス
	
	ITサービスマネージャ試験

	
	ITサービス
マネジメント
	
	ITサービスマネージャ試験

	
	エデュケーション
	
	


注1.ITアーキテクトのレベル４の評価にはシステムアーキテクト試験のほかITストラテジスト試験を参考にすることが可能である。

試験区分の欄が空白の職種、専門分野には、当面対応する情報処理技術者試験が設定されていない。

1.2.4 レベル別の認定フロー
前項までの認定の考え方を踏まえた、レベル別の認定フローは、以下のとおりである。
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図 3　レベル別の認定フロー

1.2.5 認定における留意点

● 個人情報と企業情報の取り扱い

認定制度の運用においては、申請者に関する個人情報のほか、自社や顧客を含めた企業情報を多数扱うことになる。よって、個人情報や企業情報の取り扱いは、慎重に行わなければならない。
特に、書類審査において提出が必要となる業務経歴書については、顧客情報、契約情報等数多くの個人情報や機密情報が含まれている。したがって、その取り扱いにあたっては、関連法規、守秘義務等に従い、適切に処理しなくてはならない。
第2部 プロセス編
2.1 プロセスと構成要素
本プロセスは、審査者となる現場の第一線で活躍している上位プロフェッショナルの作業を極力軽減させるよう設定している。

2.1.1 社内認定プロセス構築の要素
社内認定プロセスを策定するためには以下の要素を設定する必要がある。

· 認定対象とする職種の特定

· 認定制度運営組織と体制の確立

· 認定審査基準の策定

· 審査者の確保

· 認定システムの整備

(1) 認定対象とする職種の特定
社内認定プロセスの策定を実施するに当たっては、認定対象とする職種の特定が必要である。
ITスキル標準における全職種を社内において定義していたとしても、認定対象職種は自社のビジネス遂行に最も影響のある職種から始めると良い。認定に関わる事務局の設置および審査ができる上位プロフェッショナルへの確認を実施する。
(2) 認定制度運営組織と体制の確立
組織内の推薦を受けた申請者は、その職種のプロフェッショナルによる書類および面接により評価を受ける。
認定における書類および面接の評価の具体的な実施方法としては、社内でコミュニティを構成し面接・評価するなどの実施形態が望ましい。IT スキル標準を活用する各社においては自社のプロフェッショナル人材の育成を積極的に促進することにより、申請者組織と離れた認定の公平性や申請者の納得性が生まれる。

認定審査事務局については以下の制度設計から結果のフィードバックまでの各ステップにおいてコーディネータとしての役割を果たす。審査は特定期間に集中する恐れがあるが兼務は可能である。しかしながら、審査スケジュールには留意する必要がある。

(3) 認定審査基準の策定
予め、ITスキル標準に基づき審査基準を明確にし、公表する。公表することにより、申請者、申請者組織、審査者および認定審査事務局の間において共通の評価指標となる。

認定審査基準としては、書類審査基準と面接審査基準の２種類を設定する必要がある。

書類審査の位置づけは、レベル５以上の場合は、面接審査を受審する条件を充足しているか否かを判定する一次審査であるが、レベル４の場合は、面接審査を実施せずに書類審査が最終審査となる場合もあり得る。
主たる評価項目は以下のとおりである。

· スキル項目ごとのスキル熟達度

· 達成度指標のビジネス貢献

· 達成度指標のプロフェッショナル貢献

面接審査の位置づけは、申請者が申請レベルのプロフェッショナルとしての行動特性、職種固有の行動特性を発揮して、認定に足るか否かを判定する最終審査である。主たる評価項目は以下のとおりである。

· 達成度指標のビジネス貢献

· 達成度指標のプロフェッショナル貢献

· プロフェッショナルとしての行動特性の要件の発揮度合い

· 当該職種の行動特性の要件の発揮度合い

· （スキル項目ごとのスキル熟達度）
スキル項目ごとのスキル熟達度については、書類審査において更なる確認が必要と判断された時に補助的に評価する。

(4) 審査者の確保
書類審査者は、同一職種のプロフェッショナルを原則とする。同一プロフェッショナルが確保できない場合には、認定事務局内で書類審査での評価項目が判断可能な人材にて代替することも考慮する。

面接審査者は、申請者より、同一職種のプロフェッショナルとして、２レベル以上と判断される人材が実施することを原則とする。ただし、レベル７相当の人材が居ない場合は、申請者と同一職種の社内でのトップの人材を審査者として選出し、面接にあたるものとする。面接審査は後述するように異なる専門知識と経験が要求されるため、3名体制の合議制で実施する。

また、守秘義務の契約を結ぶ等の特別な措置を講じて社外より評価可能な同一職種のプロフェッショナルを招聘することも考慮すると良い。

いずれにしても、以下の業務量の見積例で示すように１０人の申請者の対応に１０人日程度の業務量が必要であり、審査期間中は片手間では対応できない。

● 業務量の見積例

１０人の申請者を書類審査１名、面接審査３名の審査員で面接時間１時間と想定すると認定審査に要するプロフェッショナルの業務量の試算は次のようになる。

· 書類審査
１時間／人×１０人×１人÷８時間＝１．２５人日

· 面接審査


書類査読等事前準備



１時間／人×１０人×３人÷８時間＝３．７５人日


面接審査



１時間／人×１０人×３人÷８時間＝３．７５人日


結果評価、評価記録票記入等事後作業



３０分／人×１０人×３人÷８時間＝１．９人日

· 審査者総業務量は１０人日程度
(5) 認定システムの整備
社内認定の実施に際しては、基盤としてのシステムの整備も必要である。第１部 本編でも述べたように、認定に関わる資料は機密情報、個人情報が多数含まれているので、情報の管理は徹底しなければならない。

また、認定プロセスを運営する事務局だけでなく、各種書類を作成する申請者および書類審査、面接審査を実施する審査者においても、情報の管理には留意しなければならない。情報の管理が不十分であれば、個人および企業に対する信頼が失われることを忘れてはならない。

2.1.2 社内認定プロセス

社内認定プロセスは、制度設計、認定申請、書類審査、面接審査の４ステップから構成される。各プロセスでの実施項目を以下に示す。
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図 4　社内認定プロセス
第１部 本編でも述べたように、制度運用を通して制度の見直しを実施することは必須である。
2.2 制度設計プロセス

認定制度は、全社の人材投資、人材育成であり、人事問題の域を超えた企業の経営上の課題であるため、経営層によってその重要性が認識されることがきわめて重要である。
さらに、自ら率先して人材育成に取り組んでいくことも不可欠であり、経営層自らが参画してこそ、人材育成を組織的に推進できる。したがって、認定制度の責任者として経営層をアサインすることが最も有効である。

経営層の参画に加えて、部門の枠を超えた組織的な取り組みが必要となる。経営層、人事・人材開発、現場の事業部等の関係する全ての部門を巻き込んだ｢部門横断型の｣取り組みが必要になる。
新たなITプロフェッショナル認定制度の創設という従来とは異なる体制作りには、組織全体に関わる改革が必要となることもある。部門横断的な役割を果たす部門が制度設計の企画立案や制度設計、推進、管理等の役割を担うことによって、認定制度そのものが推進できる。

2.2.1 実施項目
制度設計プロセスにおいては、以下の作業を実施する。
● 制度策定目的の設定

· 社内施策として、自社の重点的に育成すべきITプロフェッショナルの人材価値を会社として認めるとともに、認定制度を明示し、段階的なキャリアアップを効率的に促進することを目的とする。
● 審査対象職種の特定

· 企業として最も重要と考える職種より優先順位をつけて職種を特定する。
● 認定基準の設定

· 達成度指標のビジネス貢献、プロフェッショナル貢献の定義および、行動特性一覧表に、認定審査の前提とする研修、保有資格、行動特性、コンピテンシー等企業固有の基準を付加し設定する。

· スキル熟達度のスキル項目ごとの定義をもとに業種関連スキル、特定製品スキル、ビジネス遂行の指針等企業固有の基準を付加し設定する。

· 第３部 資料編に記述した、認定に必要となる各種書類の整備を行う。

● 認定制度プロセスの策定

· 本手引きに従い、認定制度のプロセスを策定する。
· 認定申請手順、申請審査要領、書類審査要領、面接審査要領の作成を行う。

· 運営スケジュールの作成を行う。

● 認定制度実施にあたっての経営層のメッセージの作成と公開

· 企業におけるITプロフェッショナル認定の意義

· 認定制度の実施目的、個人にとってのメリット、企業にとってのメリット

· 認定後の責務

● 認定制度プロセスと認定基準の社内組織および個人への事前説明

· 認定制度プロセスと運営スケジュール

· 書類審査基準と面接審査基準

2.2.2 組織と体制

認定制度を設計、公開する組織とともに、制度を継続的に運営するための組織を設立する。

また、認定制度を運営する事務局とは別に、審査の対象となる組織における事業部担当者（認定制度事務局のカウンターパート）を設定する必要がある。

事業部担当者は組織内において認定審査事務局と連携し事業部内の認定制度の理解を促進する役割を果たす。

2.2.3 認定のサイクルと再認定

ITプロフェッショナルの認定における有効期間は３年程度とし、再認定を必須とする。再認定時は、書類審査のみとすることも可能である。
2.3 認定申請プロセス
2.3.1 実施項目
以下の申請書類を準備し、職場内の上司等申請者側の責任者の承認を得て、事業部担当者経由で認定申請を行う。
● 申請書類の作成
· ITプロフェッショナル認定申請書

· 主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録

· 業務経歴書

· 達成度指標チェックシート

· スキル熟達度チェックシート

申請書の記述については、次の点に留意する。
· 実績があまり古いものは採用せず5年以内を目途に最新の業績より記述する。
（制度開始時には長期間の記述を可能としても良いが、運用が進んでからは情報の更新が主となるので、期間を短くすると良い。）
· 業務経歴書については、認定基準に基づき受審条件を満足しているかを達成度指標チェックシート、スキル熟達度チェックシートで確認する。

● 職場内の上司、上位プロフェッショナルによる事前審査

· 経験による評価対象は、申請書による事前評価で実施する。

· 申請者の上司または上位プロフェッショナルが事前審査者となる。事前審査者は、業務実績に対する評価（特に顧客評価）を加味し、評価を実施する。

2.3.2 組織と体制

事業部担当者は申請スケジュールに合わせて、部門内の申請を取りまとめ、提出する。
2.4 書類審査プロセス

2.4.1 実施項目
事業部担当者より受理した書類をもとに、認定制度事務局は、以下の作業を行う。認定申請書類に不備が無ければ、プロフェッショナルによる審査を実施する。

● 書類の準備状況の確認

以下の書類が添付されていることを確認する。書類上の不備があれば、事業部担当者にその旨通知し、再提出を求める。記述内容についてはプロフェッショナルに判断を任せ、事務局側は、形式要件を中心に確認を行う。
· ITプロフェッショナル認定申請書
ITプロフェッショナル認定申請書の項目が記入されていることを確認する。
· 主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
主要業務における当該職種の｢職種の概要｣で定義されている活動局面、｢達成度指標の責任性｣で定義されている責任範囲、成果物、成功裡な経験回数を示す業務経歴書が、レベル５以上の場合は３プロジェクト以上、レベル４の場合は２プロジェクト以上記入されていることを確認する。
研修については、前提研修を設定している場合には、それらを受講済であることを確認する。
公的資格やベンダ資格の取得を前提としている場合には、該当する資格が取得済かどうかを認定証等で確認する。
プロフェッショナル貢献活動については、専門性の社内貢献、技術の継承、後進育成を満たしているかを確認する。

· 業務経歴書
業務経歴書が、レベル５以上の場合は３プロジェクト以上、レベル４の場合は２プロジェクト以上添付され、かつ記入項目に漏れがないかを確認する。

· 達成度指標チェックシート
達成度指標チェックシートが、業務経歴書に記載された業務（プロジェクト）数分添付されていることを確認する。

· スキル熟達度チェックシート
スキル熟達度チェックシートが添付されていることを確認する。

● 審査者のアサイン

業務量の見積例を参照し、必要な作業量を見積もる。作業量の見積もり結果をもとに、審査のスケジュールを設定し、各審査者に通知する。

● 書類審査

審査者は認定申請書類に対して、以下の項目を確認し、評価記録票の作成を行う。詳細については、2.4.3書類審査要領を参照のこと。
· ｢ITプロフェッショナル認定申請書｣の記述より、以下の項目が満たされているかどうかを確認する。（この作業は業務経歴書にて詳細を確認する前に予備知識として確認しておくものである。）
得意分野の記述より達成度指標のビジネス貢献の責任性で定義されている、主として活用する技術、成果物、品質が当該職種のプロフェッショナル貢献の専門性を表す条件を満たしているかを確認する。
申請理由の記述よりプロフェッショナル貢献の後輩の育成の条件を満たしているかを確認する。
· ｢主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献」の記述より以下の項目の妥当性を満足しているかを確認する。
－著作・論文の記述
－講演・講師
－学会・委員会・コミュニティ活動
－後進の育成

· ｢業務経歴書｣の記述より以下の項目の妥当性を満足しているかどうかを確認する
－プロジェクトでの役割（責任性）
－複雑性とサイズ
－活用技術
－納入物
－品質要件
－複雑性要件
－プロジェクト開始時と遂行上の課題
－採用技術
－リスクマネジメント
－プロジェクト結果の評価
2.4.2 組織と体制

提出された申請書類を認定制度事務局において滞留させることのないように、迅速に担当者の配置を行う。
2.4.3 書類審査要領

書類審査は、レベル５以上の認定においては、面接審査の実施の必要性を判断するための一次審査として位置づけられる。ただし、レベル４の認定において、面接審査を実施しない場合は、書類審査のみで終了することもあり得るため、入念な審査が求められる。
余裕を持った一次審査を実現するために、認定事務局から審査者への書類送付は、面接日の２週間前程度に済ませておくことが望ましい。
2.4.4 評価ポイント

以下の項目について判断し、評価記録票を作成する。
① 職種の概要の定義に基づき、以下の項目を満たしているか

[image: image5.emf]○ 審査項目（職種の説明）

● 活用技術： 責務を果たすために主として必要とする技術要素

● 活動プロセス： 主として活動する局面

● 成果物： 活動の結果、主として出力される成果

● 品質： 成果に対して主として求められる品質要求

＜活用技術 ＞ を活用し＜活動プロセス ＞ を実施し、＜成果物 ＞ および

その ＜品質 ＞ に責任を持つ。


· 活用技術については、業務経歴書の ｢プロジェクト概要・（４）活用技術｣ の記載内容と申請職種の活用技術の妥当性を評価する。
<注>　一般的には不適切と思われる活用技術を選択している場合には、業務経歴書の「採用したアプリケーション開発手法／アーキテクチャ構造とその採用理由」等の記載を確認する。記載内容に疑問がある場合には、面接審査時に活用技術の選択理由とその妥当性について確認を行う。

· 活動プロセスについては、業務経歴書の 「プロジェクト詳細スケジュール」 の記載内容を、申請職種の説明の活動局面の定義と比較し評価する。

· 成果物は業務経歴書の 「プロジェクト概要・（５）納入物」 の記載内容と申請職種の責任を持つべき成果物の妥当性を評価する。
<注>　納入物は業務経歴書の 「プロジェクトの従たる役割」 がチェックされている場合には、成功裡の実績の条件となるため、従たる役割も含めて評価する。

· 品質は業務経歴書の 「プロジェクト概要・（６）品質要件」 の記載内容と申請職種の責任を持つべき成果物の妥当性を評価する。
<注>　品質は業務経歴書の 「プロジェクトの従たる役割」 がチェックされている場合には、成功裡の実績の条件となるため、従たる役割を含めて評価する。

② 達成度指標の定義に基づき、以下の項目を満たしているか

● ビジネス貢献

[image: image6.emf]○ 審査項目 （責任性）

● 活動局面： 主として活動する局面

● 役割： 活動局面において果たすべき責務

● 責任範囲： 責務を及ぼす範囲、配下のチームなど

● 品質条件： 要求される品質要件

● 実績回数： 成功裡に達成すべき経験・実績の回数

○ 審査項目 （複雑性）

● 知識やスキルの必要性の程度

● 判断要件の含有度

● 目標やプロセスの含有度

● 規格や要素の割合

○ 審査項目 （サイズ）

● 職務として担うタスクやプロジェクトの範囲

● ステークホルダー数（要員数）

● プロジェクト年数

● 資金や受注金額

● 工程数

● 要員数はプロジェクト全体か、各職種が責任を負う成果を作り上げるチーム

● 複雑性とサイズの関係

＜活動局面 ＞ の局面における ＜役割 ＞ として、＜責任範囲 ＞ をリードする。

＜品質条件 ＞ を ＜実績回数 ＞ 以上成功裡に達成した経験と実績を有する。

１

２

当該レベルの複雑性、

サイズ相当

１回以上 － チームのメンバ ３

２回 チームのリーダ ４

自専門分野の範囲の成果物、役割、

品質が責任対象となる

５

６

内１回以上は当該レ

ベル、他は当該レベ

ルー１（１レベル下位）

のレベルの複雑性、サ

イズ相当

３回 自専門分野のみならず職種全体の成

果物、役割、品質が責任対象となる

チームの責任者と

して他をリードする

７

備考 実績回数 備考 役割 レベル

１

２

当該レベルの複雑性、

サイズ相当

１回以上 － チームのメンバ ３

２回 チームのリーダ ４

自専門分野の範囲の成果物、役割、

品質が責任対象となる

５

６

内１回以上は当該レ

ベル、他は当該レベ

ルー１（１レベル下位）

のレベルの複雑性、サ

イズ相当

３回 自専門分野のみならず職種全体の成

果物、役割、品質が責任対象となる

チームの責任者と

して他をリードする

７

備考 実績回数 備考 役割 レベル


【責任性】

· 達成度指標チェックシートの責任性のチェック項目と業務経歴書の 「プロジェクト体制」、「プロジェクト概要・（５）納入物」、「コミュニケーションマネジメント」 の記載内容の妥当性を評価する。
<注>　プロジェクト体制については、顧客も含めて記載することにより、顧客に対する責任者か、プロジェクト内でのリーダかが判断できる。最終的には面接にて確認する。

· 成果物および品質については、職種の概要の項を参照のこと。
【複雑性】

· 達成度指標チェックシートの複雑性のチェック項目と業務経歴書の 「プロジェクト概要・（７）複雑性要件」 の記載内容の妥当性を評価する。
<注>　申請者および申請者所属組織での複雑性の判断ではなく、業界レベルでの新規性、形態の複雑性等を基準とする。記載に疑問がある場合には面接時に複雑と判断した理由を確認する。

【サイズ】

· 達成度指標チェックシートのサイズのチェック項目と業務経歴書の 「プロジェクト規模」、「プロジェクト期間」、「プロジェクト参画期間」 の記載内容が職種ごとに異なる申請者のレベルのサイズ条件の妥当性を評価する。
<注>　「プロジェクト期間」と「プロジェクト参画期間」 が異なる場合もあり、その場合は面接時にその理由を確認する。また、成果物および品質要件と要員数、金額が一般的な数値と異なる場合にも複雑性、プロジェクト期間等の他の項目も考慮して面接時に確認する。

● プロフェッショナル貢献

[image: image7.emf]○ 審査項目 （プロフェッショナル貢献）

専門性を保有

高度の専門性を保有

他を指導することができる高度の

専門性を保有

専門性の保有度

独力で実践

後進を指導

社内に貢献

業界に貢献

業界をリード

貢献範囲

－

１項目以上

３項目以上

４項目以上

５項目以上

技術の継承実績数

３

４

５

６

７

レベル

－

必須

後進の育成

専門性を保有

高度の専門性を保有

他を指導することができる高度の

専門性を保有

専門性の保有度

独力で実践

後進を指導

社内に貢献

業界に貢献

業界をリード

貢献範囲

－

１項目以上

３項目以上

４項目以上

５項目以上

技術の継承実績数

３

４

５

６

７

レベル

－

必須

後進の育成

後進の育成の記述様式

－ 後進の育成 （メンタリング、コーチング等）

技術の継承の記述様式

－ 技術の継承に対して次の＜技術の継承実績数＞ 項目以上の実績を有する

□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著作

□ 社外論文掲載

□ 社内論文掲載

□ 社外講師

□ 社内講師

□ 特許出願

専門性の記述様式

－ 以下の＜主要テーマ＞ について＜専門性の保有度＞ を保有し＜貢献範囲＞ している

後進の育成の記述様式

－ 後進の育成 （メンタリング、コーチング等）

技術の継承の記述様式

－ 技術の継承に対して次の＜技術の継承実績数＞ 項目以上の実績を有する

□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著作

□ 社外論文掲載

□ 社内論文掲載

□ 社外講師

□ 社内講師

□ 特許出願

専門性の記述様式

－ 以下の＜主要テーマ＞ について＜専門性の保有度＞ を保有し＜貢献範囲＞ している


【専門性の保有度と貢献度合い】

· 達成度指標チェックシートの専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマのチェック項目と業務経歴書の 「専門性」 の記載内容の妥当性を評価する。
<注>　専門性の保有度については、他人が納得できるものかの理論的根拠を面接時に確認する。

【技術の継承】

· 達成度指標チェックシートの技術の継承のチェック項目と主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録の記載内容の妥当性を評価する。
<注>　著作・論文、講師・講演、特許出願のいずれも申請職種として妥当と判断できるもののみに限定する。記載に疑問がある場合には面接時に記載した根拠を確認する。

【後進の育成】

· 達成度指標チェックシートの後進の育成のチェック項目と業務経歴書の 「後進育成への貢献」 の記載内容の妥当性を評価する。
<注>　申請職種と異なる職種の後進を育成している場合には、面接時にその理由を確認する。また、人材育成のパイプラインの構築（レベルごとの人材構成比率の最適化）への貢献という観点からは、申請レベルの１または２レベル下の育成を申請することが望ましい。

③ スキル熟達度の定義に基づき以下の項目を満たしているか

[image: image8.emf]○ 審査項目 （スキル熟達度）

● 量、質的職務条件： 対象とする職務の量的、質的側面を規定する

職種、専門分野およびレベルによって規定内容が異なる

● 責任： 責任範囲および権限

● 行為内容： レベルに関係なく、スキル項目で設定されている行為内容を記述

● 行為程度： 行為内容の出来る範囲あるいは程度

実施できる ３

２

メンバとして

リーダとして

責任者として

責任

成功裡に遂行できる

行為程度

１

４

５

６

７

レベル

実施できる ３

２

メンバとして

リーダとして

責任者として

責任

成功裡に遂行できる

行為程度

１

４

５

６

７

レベル

＜量、質的職務条件＞ において＜責任＞ として、＜行為内容＞ を行い、＜行為

程度＞ できる。


· 量、質的職務条件については、スキル熟達度チェックシートのスキル項目ごとに、申請レベルで要求されるビジネス、プロジェクトの難易度の記入内容の妥当性を評価する。

· 責任については、スキル熟達度チェックシートのスキル項目ごとに申請レベルで要求される責任範囲の記入内容の妥当性を評価する。

· 行為内容については、スキル熟達度チェックシートのスキル項目ごとに行為内容の妥当性を評価する。

· 行為程度については、スキル熟達度チェックシートのスキル項目ごとに申請レベルで要求される行為程度の妥当性を評価する。

<注>　すべてのスキル項目を満たしていることが必須であるが、各スキル項目で記載されている内容は同一プロジェクトである必要はない。

2.4.5 結果のフィードバック

審査者は、書類審査の結果（合否）にかかわらず、申請者が、次の成長のステップへの方向性を見出せるよう、可能であれば適切なコメント等とともに、レベル判定結果を上司経由でフィードバックする。上司は、審査結果をふまえて、申請者に対する適切な育成方法を検討する。
2.5 面接審査プロセス
2.5.1 実施項目
面接は、おおむね次の手順にしたがって行う。

● 面接実施の通知

事業部担当者へ面接実施スケジュールを通知する。

● 事前準備

申請書類には、事前に目を通し、申請レベルにふさわしい内容かどうかを確認する。

· 事前に目を通すべき申請書類
ITプロフェッショナル認定申請書
業務経歴書
主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
達成度指標チェックシート
スキル熟達度チェックシート
· 評価するために、何が情報として不足していて、何を聞くべきかを明確にし、ヒアリングのポイントをまとめ書類審査で作成した評価記録票へ加筆する。
· 標準的には、評価のための準備時間として1時間／人程度が必要である。
● 面接

· 時間
60分程度

· 手順
導入・主旨説明　（2～3分）


主要業務実績のプレゼンテーション　（15分程度）


事前準備で不明確であった事項の確認および質疑応答　（45分程度）


今後の結果通知スケジュール等の説明
● 評価

· 面接実施を踏まえて、申請レベルを満たすかどうかを客観的に評価し、所定の書式にまとめる。（30分程度）
· 申請者へのフィードバックコメントの作成のために、審査者には、所見の形でコメントを作成してもらうことが望ましい。
2.5.2 組織と体制

審査者は、３人の分野ごと専門知識と経験をもつ審査者がそれぞれ評価を行い、申請レベルを満たすかどうかの最終結論は、３人の審査者の一致を持って決定する。
また、社内において、プロフェッショナルコミュニティを構成し、この中から、ふさわしい人が、審査者として対応するような運用形態も有効である。

面接の質のレベルを揃えるために、各面接共通に立ち会う審査者を置くことも有効である。

2.5.3 面接審査要領

面接審査は書類審査において申請者の業務上の実績は確認済として実施し、書類審査における審査項目は省略する。
面接に先立ち、職種としての責務をはたしているかを業務経歴書等に基づき評価する。確認を要すると判断したことについては、面接時に面接者が直接申請者に質問する。評価結果ならびに、面接時の確認事項を評価記録票へ加筆する。

面接時間の平準化を目的に、事前に書類を良く読むことが必要である。
これを怠ると面接時間の超過が想定され、面接の品質にバラツキが生じ、申請者および社内組織にとって不公平感を持たれることがあることを留意する必要がある。

面接においては、主として、申請者の実績がプロフェッショナルとしての行動特性に則り、なされたものかということを最初に審査し、次にその職種の専門性を発揮しているか、その職種の行動特性に則り行動しているかを審査する。
● 審査者の要件

要求作業がその職種の専門技術を活用し、責任を持つべき成果物の品質が、満足されているかが申請者の持っている専門性により達成できたことが判定できなくてはならない。
またプロフェッショナルとしての付加価値と倫理観を評価できることが要件となる。したがって、面接審査においては同一職種である必要がある。

● 面接実施にあたっての審査者の心構え

· 公正でかつ中立的な面接評価を心がける。

· 人のあら捜しではなく、良いところも評価する。

· 仕事上の行動を評価対象とする。

· 面接によって知りえた事項、評価内容に関する秘密に関しては、その場限りとし、評価以外の用途に使わない。

· 面接は最終的な評価内容確認の場であることを認識して臨む。
申請書には、事前に目を通しておき、面接では、わからなかったところを中心に確認を行う。事前に腹づもり（可能なら相対的な順位付け）はできていて、最終の確認を行うくらいの位置づけで面接を実施するのが望ましい。準備が十分でなければ、評価を誤ることに繋がりかねないので注意が必要である。

· 面接ではありのままにみる。
達成度指標に対してどうであるかを事実にもとづいて判断する。
面接でわからなかったことは、あとで裏付けをとった後、評価する。
自分の好き嫌いではなく、申請レベルにふさわしいかどうかを客観的に評価する。
評価の根拠を明確にし、結果は本人にフィードバック可能なものとする。

● 書類審査と面接審査における評価の相違

書類審査においては、申請者が要求するスキル熟達度を保有しているか、および、ビジネス貢献及びプロフェッショナル貢献が要求された基準に達成しているかを評価する。

書類審査と併せて面接審査を行う場合は、申請者が専門性を発揮して成功裡に要求作業を達成したのか。その職種のプロフェッショナルとしての倫理観を発揮し、要求された基準に達成しているかを評価する。
なお、レベル４の評価において、特段の面接審査を実施しない場合は、上記の評価をすべて書類審査によって行う。書類審査によって、すべての評価を行うことが難しいと判断される場合は、面接審査を併せて実施することを推奨する。

2.5.4 評価ポイント

面接者は、申請者の説明から各項目の行動特性を満足しているか否かの説明責任を負うとともに判断理由を書面にて記載する。そのために、行動特性を発揮しているかどうかの確認の質問を実施する。また、専門性を発揮しているかどうかも確認する。質問は複数の面接者が分担しても良い。
面接時の審査項目は以下のとおりである。

● プロフェッショナルとしての共通行動特性

プロフェッショナルとしての共通行動特性は以下のプロフェッショナル共通行動特性を参照する。各行動は社内で認められるレベルか否かを判断する。

	【責任感】　（例）

· ｢最後までやり抜く｣、｢絶対にやりきる｣という責任感を持っているか。

· 責任を持って物事を遂行しているか。
【使命感】　（例）

· ｢顧客と約束したからにはやり遂げなければならない｣という気持ちを持っているか。

· ｢困難な局面を切り抜けて業務を遂行する｣という使命感を持っているか。

· 直面した問題や課題に対して｢全て自分のこととして取り組み、なにごとからも逃げない｣という気持ちを持っているか。
【プロフェッショナルとしての自覚】　（例）

· ｢自分が産み出すアウトプットの価値を意識しているか｣。
· 外に向かって発表できる考えを持ち、周囲を納得させられるか。
【好奇心】　（例）

· 完成度を高めるための好奇心を持っているか。
【意欲】　（例）

· ｢目標を達成したい｣という意識を持っているか。
【職業倫理】　（例）

· 顧客との満足感を共有しているか。

	


● 職種固有の行動特性

職種固有の行動特性は以下の職種別行動特性を参照する。各行動特性については、認定を行う社内で認められるレベルか否かを判断する。下記の例には、同様の意味とも解釈できる項目も含まれているが、その職種の専門性・倫理観の特徴で取る行動が異なることから、職種ごとの判断が必要である。
各職種１０項目程度確認する必要があるので、面接者間で分担しても良い。
	( コンサルタントの例 
＜顧客志向＞

· 顧客を“より良い”方向へ導くことを使命として認識しているか

＜顧客理解力＞

· 顧客が明確に表現できないニーズや課題を深く感じ取っているか

· 異なる顧客の多様な価値観を認識し、尊重しているか
＜イニシアチブ＞
· 問題解決や目標達成のために、率先して行動しているか

· 積極的に顧客をリードする姿勢を持っているか
＜成果の追求＞
· 目的意識を強く持ち、最終的な成果を獲得することに強くこだわっているか
＜適応力＞
· 環境の変化を迅速に把握し、適切かつ柔軟に対応しているか

· いかなる環境でも、安定した成果を発揮しているか

＜創造力＞
· 制約にとらわれず、革新的なアプローチを適用することも視野に入れているか
＜信頼関係＞
· 顧客や他のメンバーから高い信頼を得ているか
＜誠実さ＞
· その言動から誠実さや率直さが感じられるか

· 自らの言動に対して責任を持っているか

＜強靭さ＞
· 高い活力を持っているか
＜継続的な成長＞
· 常に成長する意欲を持ち続け、自らの課題を明確に認識しているか
2006年「コンサルタント育成ハンドブック」と有識者の意見から


	( ITアーキテクトの例 
＜抽象化能力＞

· 分析に先立って複雑で曖昧な状況を単純なモデルに置き換えて、問題解決に取り組み、徐々に具体化しているか

＜決断力＞

· 技術的に最善のものを採用するだけでなく、他の要因で、次善の技術を採用することを決断することもあることを心がけているか

＜説明能力＞
· 決断の正当性を裏付ける分析や経緯を明らかにしているか、またある時点の決断が間違ったと後続の局面で明らかになったときに、何故その決断をしたのかを明らかにしているか

＜視野の広さ＞
· 直感に頼らざるを得ない場合にも、様々な情報や要素を総合的に分析する視野の広さを保持しているか

＜多様な価値観の受容・認識＞
· 一面的な見方ではなくメンバの発言であっても取り上げて価値を加え、最善の判断に繋がる可能性があることを受け入れる柔軟性を保持しているか

＜問題予見力＞
· “過去の経験から問題となりそうだ”と考えたことを問題として捉える行動を行っているか

＜技術的なバランス感覚＞
· 利用者の視点に立ったシステム構築を心がけているか、また技術的に重要な問題にリソース、時間を割り振るようにプロジェクト責任者に進言し、全体のバランスを取っているか

＜先進性＞
· 従来の技術の適用のみでなく、積極的に新しい技術要素を視野に入れ、必要に応じて取り入れることを考えているか
＜知的体力と粘り強さ＞
· 一連の作業を、注意力を落とさずに継続し、様々な問題や反対意見に対して粘り強い姿勢や態度を示しているか、またステークホルダーからアーキテクチャの一貫性を崩すことを求められても信念を持って設計方針を貫いているか

2004年「ITアーキテクト育成ハンドブック」と有識者の意見から


	( プロジェクトマネジメントの例 
＜プロジェクトマネジメントに求められる行動力＞
· プロジェクトマネジメントの知識・経験・スキルとそれを活用し率先してプロジェクトマネジメントを実践する行動力

· 担当するプロジェクトの業種や業務知識とそれを活用し、プロジェクトマネジメントを実践する行動力

· プロジェクトで使用されるIT知識・経験・スキル、開発手法や設計技法・テスト技法などのソフトウェアエンジニアリングの知識・経験とそれをプロジェクトマネジメントに活かす行動力

· リーダーシップ、コミュニケーションやネゴシエーションなどのパーソナルマネジメントの知識とそれを自ら率先して実践し、プロジェクトメンバーのやる気を引出す行動力

· お客様との良好なリレーションの維持、新規プロジェクトの発掘などのビジネスマネジメントやマーケティングの知識とそれらを自ら率先して活用する行動力
＜プロジェクトマネジメントに求められるパーソナルマネジメントスキル＞

· リーダーシップ力
· ネゴシエーション力
· 笑力
· コミュニケーション力
· ドキュメンテーション力
· 分析力
· プレゼンテーション力
· 行動力
IPA「ITプロフェッショナルへのいざない」から


	( ITスペシャリストの例 
＜探究心と好奇心＞

· 技術に対する深い探究心と好奇心を有しているか
· 最新の技術動向の積極的な把握に努め、自身の職務に取り入れる姿勢を有しているか

· 他の専門分野の技術についても、積極的に自身の専門分野に活かそうとする柔軟姿勢を有しているか

＜スペシャリストとしての自負心＞
· 依頼者からの要求に対して、できる限り早急に、かつ相手の期待を上回るレベルで応える姿勢を有しているか
＜粘り強さやへこたれない精神力＞
· 例えば、実績の少ない新たな技術を適用する場合など、解決方法が分からない難題が発生しても、へこたれない粘り強さや精神力を有しているか
＜問題解決に向けた創造力＞

· 新しい視点や柔軟な発想に基づいて解決方法を編み出す創造力を有しているか

＜情報発信力＞
· 専門分野における事例をわかりやすくまとめ、広く社内外に有効な情報を発信する力を有しているか
IPA「ITプロフェッショナルへのいざない」と有識者の意見から


	( アプリケーションスペシャリストの例 
＜好奇心＞

· 多面的に物事を見、考える複眼的な観察力と発想力を保持しているか
＜インタビュー能力＞

· 目的意識を持ち、目的から乖離しないように注意しながら業務を深く理解しているユーザから効率的に聞き出し、再構成し、構築するメソドロジを保持しているか
＜デザイン力＞
· 機能・合理性の追求だけでなく、操作の美しさや人間に対するやさしさも含めたデザインをしているか
＜バランス感覚＞

· ユーザの要求と情報技術の実現性を考慮し、ユーザ、開発メンバとコミュニケーションしているか
＜リスクに対するセンス＞

· ユーザ側と開発側のリスク、それらが融合することによるリスクを積極的に明示し、理解し、最小化に努めているか
＜コミュニケーション能力＞

· 開発チームのみならずプロジェクト内外でのパイプ役を果たすことを心がけているか
＜変わり身＞

· 担当する局面と範囲により異なる要求スキルを身に付ける活動をしているか
＜笑顔と粘り強さ＞

· 問題に直面したときに、情報収集、対策の立案、協力依頼、目的を達成するための粘り強い努力をしているか
2006年「アプリケーションスペシャリスト育成ハンドブック」から


	( ITサービスマネジメントの例 
＜顧客ビジネスへの思い入れと自身のサービスに対する誇り＞
· 顧客のビジネス（業務）および自身が提供するITサービスにおいて、常に深い知識とこだわり、誇りを持ち続けているか
＜顧客からの信頼感・安心感＞
· 顧客が求める水準のサービスを継続的に提供することで、顧客に安心感を与えるとともに、信頼感を勝ち得ているか
＜現場に対する深い理解と配慮＞
· ２４時間体制で働くシフト勤務者、休日・深夜のトラブルにも対応する技術者など、運用現場への深い理解があるか
· 職場環境の改善や、人的ミスの抜本的再発防止策などを、自身の問題として解決していく気概があるか
＜冷静さ＞
· トラブル発生時などでも、冷静に状況を判断し、行動できる冷静さを有しているか

· 周囲がパニックになっていても、信頼感・安心感を与える行動が取れるか
＜周囲を巻き込み動かす力量＞
· トラブル発生時でも、他社を含む関係者を説得して、的確な指示を出すことができるか
· 説得力を持って周囲を動かせるだけの知識を、常日頃から修得し続けているか
＜ストレス耐性の強さ＞
· 障害やクレームの発生による大きなストレスに対しても、適切に対処できる精神的な強さを有しているか
＜能動性・積極性＞
· 受け身にならず、日頃からアンテナを高くてし、顧客の変化やニーズの把握に努め、自身が提供するITサービスの付加価値を高める努力を継続的に行っているか

＜新技術への探求心・好奇心＞
· サービスマネジメントに関する方法論に加えて、ITサービスを構成するハードウェア、ソフトウェアなどの技術動向を理解し、サービスの構成要素を的確に評価・運用できる力量を、常日頃から身につけようと努力しているか
有識者の意見から


	( カスタマサービスの例 
＜顧客との信頼関係＞

· 顧客に対して適切かつ丁寧な対応を行い、信頼関係を築いているか
＜アドバイス力＞
· 顧客と適切なコミュニケーションやヒアリングなどによって、顧客システムのボトルネックや運用上のリスクが高い部分を見出し、適切なアドバイスを行えるか
＜トラブル解決力＞

· どのようなトラブルに対しても、迅速に要員を割り当て、幅広い技術を駆使して早期解決を実現することができるか

＜指示指導力＞
· トラブルの状況を把握し、緊急度・重要度・優先順位を判断した上で、要員に対して適切な指示を行うことができるか

· 要員の技術力・提案力・顧客対応力等の向上のための指導力を有しているか
＜交渉・折衝力＞
· 他部門にわたる問題を整理し、部門間の調整を図りながら問題を解決できる力を有しているか

＜提案力＞
· 顧客に価値をもたらし、自らの所属企業の事業の継続・発展に貢献できる提案力を有しているか
有識者の意見から


	( エデュケーションの例 
＜理解力・寛容性＞
· 幅広い価値観を理解し、教育対象者の多様な個性を受け入れることができる寛容性を有しているか
＜共感性＞
· 教育者として、教育対象者の発達・成長の過程を、（上からの目線ではなく）同じ目線でともに感じる姿勢を有しているか

＜一貫性＞

· 教育者として、企業倫理や自己の信念・良心に基づいた確たる価値観と、首尾一貫したぶれない軸を持っているか
＜ファシリテーション力＞

· 教育対象者の興味を引きつけるようなプレゼンテーションや発問を行うことができるか

· 相手の能力や個性に応じて、臨機応変に、（上から教えるのではなく）教育対象者が自ら学ぶことができるような状況を作り出すことができるか
＜ビジネスマナー＞
· 服装のマナーや言葉遣いのマナーを実践し、指導することができるか

＜革新性＞
· 既存の枠にとらわれない革新的な思考や取り組みを心がけているか

＜戦略性＞
· 一過性ではなく、将来ビジョンに基づいた戦略的な思考・行動を心がけているか
＜組織的実行力＞
· 必要な資源を組み合わせ、取り組みを組織的に実行推進することができるか
有識者の意見から


2.5.5 結果のフィードバック
審査者は、書類審査、面接審査の結果（合否）にかかわらず、申請者が、次の成長のステップへの方向性を見出せるよう、可能であれば適切なコメント等とともに、レベル判定結果を上司経由でフィードバックする。上司は、審査結果をふまえて、申請者に対する適切な育成方法を検討する。
2.6 申請に必要な書類と記入例
2.6.1 必要書類
(6) 申請者用書類
申請にあたって必要な書類は、以下のとおりである。

	① ITプロフェッショナル認定申請書

② 主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録

③ 業務経歴書　（※業務経歴数分を準備）
④ 達成度指標チェックシート　（※業務経歴数分を準備）
⑤ スキル熟達度チェックシート


(7) 評価者用書類
本手引きでは、評価者用のチェックシートとして「評価記録票」を収録した。「評価記録票」は、審査結果の記録に加えて、認定プロセスの記録や評価状況の記録にも活用できる形式となっている。
	（評価者向け） 評価記録票


2.6.2 「ITプロフェッショナル認定申請書」
｢ITプロフェッショナル認定申請書｣には、申請者の氏名・連絡先等の基本情報に加えて、申請理由や得意とする業務分野を簡潔に記述する。申請者を推薦する上司または上位のプロフェッショナルは、その推薦理由を記述する。
(8) 項目と記入要領
	項目
	記入要領

	記入日
	申請書を作成した日付を記入する。

	申請者氏名
	申請者氏名、所属部署名を記入する。

	申請者連絡先
	申請者の連絡先に関する情報を記入する。

	推薦者氏名
	推薦者氏名、所属部署名、職位を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入する。

	専門分野
	認定申請する職種の専門分野名を記入する。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。

	合格試験
	情報処理技術者試験の高度試験のうち、合格している試験があれば、その試験にチェックする。旧試験の場合は、「その他旧試験区分等」の欄に、合格した試験名を記入する。

	現在レベル
認定年月
	申請者の記入日現在のレベルが認定された年月を記入する。

	同レベル
申請実績
	今回認定申請するレベルと同じレベルの認定を申請した実績が過去にある場合は「有」にチェックし、その年月を記入する。実績がなければ、「無」にチェックする。

	申請理由
	申請者が申請レベルの認定基準を満たしていることを、達成度指標（ビジネス貢献、プロフェッショナル貢献）の要件を踏まえて、簡潔に記述する。

	得意分野
	申請者が、その職種のプロフェッショナルとして得意とする分野について、実際に経験した業務を例として、具体的に記述する。この「得意分野」欄は、「申請理由」欄に記述した申請者の実績の特徴（個性）を詳細に示すための記述欄。

	推薦理由
	申請者の上司や申請者を良く知る上位のプロフェッショナルから見て、申請者が申請レベルの認定に値する実績を挙げ、社内貢献を行っていることを、推薦理由として具体的に記述する。


(9) 記入例
記入日：2007年4月10日
ITプロフェッショナル認定申請書

	申請者氏名
	氏名：　情報　太郎
所属：　流通システム開発部　開発1課

	申請者連絡先
	内線番号：　１２３４
メールアドレス：　xyz@aaa.bb.co.jp

	推薦者氏名
	氏名：　情報　次郎
所属・職位：
流通システム開発部　部長

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト
	専門分野
	業務システム

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験、
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
( プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
( その他旧試験区分等 ［ アプリケーションエンジニア ］

	現在レベル
認定年月
	認定年月：２００２年　４月

備考等：
	同レベル
申請実績
	□ 有　（申請年月：　　　　年　　　月）

( 無


【申請理由と得意分野】

	１．申請理由　（社内のITプロフェッショナルとして認定に足る要件を満たしていることを記述する。）
私、情報太郎は入社以来10年間小売業のシステム開発を主に3社８プロジェクトを経験し、プロジェクトにおいてシステムの要件定義より、システム移行のフルライフサイクルにおいての実績を有する。業務経歴書の実績Ｎｏ．１の昨年1月よりのＡ社における物流・販売業務プロジェクトの業務系責任者として、顧客の物流事業部長、販売事業部長と物流・販売システム再構築を実施した。その他、実績Ｎｏ．２、実績Ｎｏ．３においても、小売業の広範囲の業務系スキルを活用し会社のビジネスに貢献するとともに、プロジェクト内でのメンタリングを実施し２名のアプリケーションスペシャリストを育成した。これらのプロジェクトの成果は、論文として寄稿し、社内論文として入選し、論文集に掲載された。

上記に述べたこれらの実績は、レベル５のアプリケーションスペシャリストとしての条件を満足していると考え、今回、認定申請する。

２．得意分野

小売業における物流・販売業務。特にＥＲＰパッケージをソフトウェアエンジニアリング関連技術のスキルを活用してソリューションとして構築する分野。局面としては提案書作成からシステム稼動までの全ての局面の経験のうち、物流・販売システムの特徴である在庫・発注・配送の要件を仮説検証型コンサルテーション手法によりフィットギャップ分析し要件を洗い出しと定義を行うことを得意分野としている。得意分野の経験を社内の知的資産データベースに登録し、共有化することにより社内のビジネス遂行の効率化と利益率の向上に貢献している。（2006年3月末現在　参照プロジェクト数28件、横展開プロジェクト数3件）


【推薦理由】

	当職下、情報太郎は小売業に関する広範囲のスキルを活用し、事業部ビジネスに貢献してきた。また、後進の育成にも積極的な取り組んでいるほか、専門技術を、論文の形で社内の知財として蓄積しており、当社のアプリケーションスペシャリストを代表として十分な実績を保持していると判断されるため、ここに推薦する。


推薦者：　流通システム開発部長 情報次郎


2.6.3 「主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録」
「主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録」は、認定申請のためだけではなく、日頃から、業務や研修が終了するたびに、各自がその実績を記録しておくための文書である。認定申請の際は、この文書を、OFF-JT、OJTの双方を含めた総合的な記録文書として改めて提出する。
(10) 項目と記入要領

～ 申請者基本情報 ～

基本情報として、｢ITプロフェッショナル認定申請書｣と同様に、申請者の氏名や申請職種等を記入する。
	項目
	記入要領

	最終更新日
	記録を最後に更新した日付を記入する。

	申請者氏名
	申請者の氏名、所属部署名を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入する。

	専門分野
	認定申請する職種の専門分野名を記入する。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。


～ ビジネス貢献と研修に関する記録 ～

【主要業務実績】

「主要業務実績」には、申請者が過去に実施したプロジェクトについて、業務経歴書の実績として含まれないものも含めて記述する。

	項目
	記入要領

	期間
	実績として記述する当該業務（プロジェクト）に対して、申請者が参画した期間（年月）を記入する。

	役割
	申請者が当該業務（プロジェクト）に参画した局面と、チームにおける役割（リーダ、責任者）を記入する。

	業務（プロジェクト）
内容
	申請職種の達成度指標の複雑性や専門性を踏まえ、それを満たすことを示す参考材料として、当該業務（プロジェクト）の概要を記述する。

	実績Ｎｏ．
	業務経歴書に詳細が記述されている業務（プロジェクト）の場合は、その実績Ｎｏ．を記入する。


【研修受講】

｢研修受講｣には、認定の前提となる研修の受講実績、および、当該職種のスキル開発上重要な研修の受講実績を記載する。

	項目
	記入要領

	受講年月
	受講した研修の受講年月を記入する。

	期間
	受講した研修コースの日数を記入する。

	研修コース名
	受講した研修コース名称を記入する。

	研修内容・目的
	受講した研修の概要または受講した目的を記述する。

	社内／社外区分
	受講した研修の主催者区分（社内／社外）を記入する。


【資格取得】

｢資格取得｣には、自社のプロフェッショナルとしての活動に必要とされる資格について、合格・取得済の資格名や有効期限等を記述する。

	項目
	記入要領

	情報処理技術者試験
	情報処理技術者試験については、合格している試験をチェックし、合格年月を記入する。旧試験の場合は、合格年月を記入し、旧試験名にチェックを入れる。

情報処理技術者試験以外の資格試験については、下欄に資格名を記入する。

	取得年月
	取得した資格試験等の取得年月を記入する。

	資格名称
	取得した資格試験等の資格名称を記入する。

	有効期限
	取得した資格試験等に有効期限が設定されている場合は、その期限を記入する。


～ プロフェッショナル貢献に関する記録 ～

「著作・論文」以降の項目は、ITスキル標準の達成度指標に示された「プロフェッショナル貢献」に関する記録である。業務とは直接的なつながりがない実績については、本欄以外にその実績を示す箇所がないため、本欄に過不足無く記載しておくことが望ましい。
【著作・論文】

	項目
	記入要領

	発表年月
	著作・論文等の発表年月を記入する。

	著作・論文名
	著作・論文等の名称（題名）を記入する。

	具体的内容
	著作・論文等の内容（概略）を記述する。

	社内／社外区分
	著作・論文の掲載・発表先の社内／社外の区分を記入する。


【講演・講師】

	項目
	記入要領

	発表年月
	講演の開催年月や講師等を務めた年月を記入する。

	実施機会
	発表を行った機会（講演名等）を記入する。

	具体的内容
	発表を行った内容（概略）を記述する。

	社内／社外区分
	発表機会の社内／社外の区分を記入する。


【特許出願】

	項目
	記入要領

	出願年月
	特許等知的財産の出願年月を記入する。

	名称
	特許等知的財産の名称（題名）を記入する。

	具体的内容
	特許等知的財産の内容（概略）を記述する。


【学会・コミュニティ活動】

	項目
	記入要領

	活動期間
	関連学会やコミュニティで活動を行った期間を記入する。

	名称
	関連学会やコミュニティの名称を記入する。

	活動内容
	関連学会やコミュニティ活動の内容（概略）を記述する。

	社内／社外区分
	活動の社内／社外の区分を記入する。


(11) 記入例
最終更新日：2007年4月10日
主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
	申請者氏名
	氏名：　情報　太郎
所属：　流通システム開発部　開発1課

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト
	専門分野
	業務システム

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７


＜主要業務実績＞

	期間
	役割
	業務（プロジェクト）内容
	実績Ｎｏ

	2006年1月

～

2006年12月
	全局面の

開発チーム責任者
	Ａ社販売・物流システムの再構築。ビジネスモデルの変更に伴い、最新のパッケージとIT技術を採用し、業界のリーディングエッジの業務システムを構築する。
	Ｎｏ．１

	2005年7月

～

2005年12月
	全局面の

開発チーム責任者
	Ａ社　ＥＣ業務でＷｅｂ技術を採用し、全国９支店にアプリケーションサーバを配置し構築、データサーバは本社に配置。業界初のアプリケーションで他社との優位性を確保する。
	Ｎｏ．２

	2005年1月

～

2005年6月
	全局面の

開発チーム責任者
	Ａ社顧客管理システムの情報を利用したＣａｌｌＣｅｎｔｅｒシステムを地方に構築しシステムコストを削減するとともに、地方の雇用促進を図り、地域に貢献する。システム以外に要員の教育もプロジェクトスコープに含まれる。
	Ｎｏ．３

	2003年1月

～

2004年12月
	外部設計
～システムテスト

開発チームリーダ
	Ｂ社の企業合併にともなう全社システム再構築。販売・物流業務に責任を持つ。ＵＩ系はＪａｖａを全面的に採用。２４時間３６５日運用が前提。
	－

	2002年4月

～

2002年12月
	外部設計
～システムテスト

開発チームリーダ
	Ｃ社販売・物流業務システム開発。オブジェクト指向開発手法を使用。言語はＪａｖａ、Ｃ＋＋を採用。データベースはＥＲ図により設計・構築。その他はＵＭＬにて記述。
	－


＜研修受講＞

	受講年月
	期間
	研修コース名
	研修内容・目的
	社内/外区分

	2004年1月
	3日間
	小売業アプリケーション動向
	業界別コース（小売業におけるビジネス動向と業務アプリケーションに求められる要件の変化を学ぶ）
	社外

	2005年4月
	5日間
	業務システム構築上級
	ITスキル標準研修ロードマップ参照
	社外

	2006年4月
	5日間
	業務システム設計上級
	ITスキル標準研修ロードマップ参照
	社外


＜資格取得＞

	情報処理技術者試験

	□ ＩＴパスポート試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （初級システムアドミニストレータ）
□ 基本情報技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）　

□ 応用情報技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （ソフトウェア開発技術者）
□ ITストラテジスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （システムアナリスト／上級シスアド）
□ システムアーキテクト試験
（
１９９９年
６月合格）
( 旧試験 （アプリケーションエンジニア）
□ プロジェクトマネージャ試験
（
２００３年
６月合格）
( 旧試験 （プロジェクトマネージャ）
□ ネットワークスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：ネットワーク）
□ データベーススペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：データベース）
□ エンベデッドシステムスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：エンベデッド）
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：情報セキュリティ）
□ ITサービスマネージャ試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：システム管理）
□ システム監査技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）

	取得年月
	資格名称
	有効期限

	2004年5月
	ORACLE　Platinum
	年　月

	2005年6月
	ビジネスキャリア制度（営業・マーケティング分野）中級
	年　月


＜著作・論文＞

	発表年月
	著作・論文名
	具体的内容
	社内/外区分

	2004年10月
	小売業におけるECアプリケーションの生産性向上論
	小売業における業界標準を踏まえたECアプリケーションに関する開発生産性指標の設定と向上のための方法論提言
	社内

	2005年10月
	ITスキル標準を活用したアプリケーションスペシャリスト育成の考察
	アプリケーションスペシャリストの効果的な育成のためのメンタリング方法の提言
	社内


＜講演・講師＞

	発表年月
	実施機会
	具体的内容
	社内/外区分

	2005年11月
	小売業セミナー
（社内講演）
	小売業におけるECの現状と競争力強化のための情報化企画への提言
	社内


＜特許出願＞

	出願年月
	名称
	具体的内容

	2005年1月
	小売業におけるＥＲＰパッケージ活用プロジェクトプロセスフロー
	小売業におけるＥＲＰパッケージを活用した物流・販売業務のシステム開発における、標準プロセスを定義。客先の要求定義、要求分析、要件定義、フィットギャップ分析に際し、汎用的なプロセス、アウトプット様式を定義。


＜学会・コミュニティ活動＞

	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	2003年1月～

2005年１月
	情報処理学会
	モデリング手法研究会にて活動
	社外

	2005年2月～

2006年12月
	ＡＰＳコミュニティ
	ＡＰＳ育成部会にてメンタリング手法研究会にて活動
	社内


2.6.4 「業務経歴書」
企業によって状況は異なっても、ITプロフェッショナルのレベル判定のための機会は年に何回もあるものではない。そのため、申請者は数少ない機会でチャンスをものにするため、入念な準備が必要となる。
また、業務経歴書への記入を容易にするため、個々のプロジェクト完了時に、今回示したような業務経歴書に準じた形でプロジェクトの完了報告等を作成しておくことも次回以降のプロジェクトへの経験の蓄積と成功裏な業務遂行のための重要な項目の１つである。

業務経歴書を申請者本人が記載した場合、その内容がはたして正しいものであるかということが明確ではない。特に「顧客評価」については、業務経歴書に記入している本人が書く場合には主観が入り込むため、「表彰を受けた」、「リピートオーダーがあった」というような表現だけでは、適切な評価が行われているかどうかについての判断がつけ難い。
こうした、記載内容の信憑性を確保するためには、業務経歴書に記入をするのは面接を受ける本人ではなく、メンターが記載するという方法をとることも考えられる。しかし、メンターによる記載はメンターの負担が非常に大きくなってしまうため、既に述べたように、記載自体は申請者本人が行い、メンターとのやりとりを繰り返す中で、記載内容に誤りがないようにチェックして、客観性を高めていく体制を築いていくことも必要である。

ITスキル標準のタスク項目の重要な要素の１つとして「顧客評価」という項目がある。この際、一言で「顧客」といってもそれがどの立場に属する人なのかによって意味の持ちかたが異なってくる。ベンダ企業の中には、１つの案件が下請けだけではなく、孫請けの状態で担当する場合もある。そのような場合には、「顧客」は実際に使うエンドユーザというよりも、直接の発注元となる場合が多い。また、ユーザ企業に属するITプロフェッショナルの場合は、「顧客」は自社の内部であることもある。このような理由から「顧客評価」については、誰を念頭に置いているのかが分かるような注釈をつけるなどの工夫をしなければならない。

(12) 項目と記入要領 （アプリケーションスペシャリストの例）

「業務経歴書」には、以下の項目を過不足無く記入する。なお、記述内容は、可能な限り、客観的なものとなるように心がける。評価を記述する際は、客観的な事実と併せて記載する。
	項目
	記入要領

	記入日
	業務経歴書の記入日を記入する。

	申請者
	業務経歴書の申請者の氏名、所属部署名を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入し、該当する専門分野にチェックする。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。

	実績No
	「主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録」との対応付けのための実績Noを記入する。

	顧客名
	業務経歴書に記入する業務（プロジェクト）の主たる顧客名を記入する。

	顧客業種
	業務経歴書に記入する業務の主たる顧客の業種 （例：小売業）を記入する。

	業務名
	業務経歴書に記入する業務の主たる顧客の業務名を記入する。

	プロジェクト名
	当該業務にプロジェクト名がある場合は、そのプロジェクト名称を記入する。

	プロジェクト規模
	当該業務の総工数及びピーク時の要員数について、自分が担当または管轄した部分の予定と実績を記入する。

	プロジェクト期間
	当該業務の期間に関する予定と実績を記入する。

	プロジェクト参画期間
	申請者が当該業務に参画した期間に関する予定と実績を記入する。

	プロジェクト
詳細スケジュール
	記載された各工程の期間について、それぞれ当該業務の予定と実績を記入する。

	プロジェクトでの役割
	立場：　当該業務の中で果たした役割を、責任者、チームリーダ、チームメンバ（独力）、チームメンバ（要指導）の中から選択する。
主たる役割：　当該業務に参画した時の主たる役割を、職種名で選択する。
従たる役割：　当該業務における副次的な役割を、職種名で選択する。
（具体的に）：　上で選択した役割の内容について、具体的に記述する。

	プロジェクト概要
	当該業務の概要を、（1）ビジネス要件、（2）プロジェクト要件、（3）契約形態、（4）活用技術、（5）納入物、（6）品質要件、（7）複雑性要件の観点から、簡潔に記述する。
（1） ビジネス要件：　顧客・社内におけるビジネス上の要件・制約について、下記の視点から記述する。
· 顧客のビジネス・経営の視点から見た当該業務の目的

· 当該業務の期間、契約金額等、プロジェクトの成否に大きな影響を及ぼす制約・条件
（2） プロジェクト要件：　要件定義局面における要件の概要を、下記の視点から簡潔に記述する。
· ビジネス要件を達成するための機能および非機能要件

· 性能、利便性、技術、コスト要件

· 機能性、信頼性、使用性、保守性要件

· その他、顧客満足度に関する要件
（3） 契約形態：　プロジェクトの契約形態を記入する（工程などによって異なる場合は、その契約単位も記入する）。

	項目
	記入要領

	
	（4） 活用技術：　当該業務において活用した技術について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で必要とされたスキル項目、知識項目

· 従たる役割で必要とされたスキル項目、知識項目

（5） 納入物：　契約上の納入物について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で責任を持った納入物とその数量

· 従たる役割で責任を持った納入物とその数量

（6） 品質要件：　当該業務の品質要件について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で責任を持つ品質要件 （性能、利便性、機能性、信頼性、使用性、保守性、顧客満足度等、達成度指標の品質要件を参照）

· 従たる役割で責任を持つ品質要件 （性能、利便性、機能性、信頼性、使用性、保守性、顧客満足度等、達成度指標の品質要件を参照）

（7） 複雑性要件：　当該業務で求められた複雑性について、ITスキル標準に定義された複雑性要件のうち該当する項目をチェックし、下記の視点から、その内容を記述する。
· 主たる役割での複雑性要件 （必要なスキル項目、知識項目）

	プロジェクト体制
	当該業務の顧客や協力会社等、プロジェクト全体の責任分担と要員数がわかる体制図を作成する。後述の「アプリケーション構成」とも対応させること。

	プロジェクト開始時の
課題と対応
	プロジェクト開始時における全体的な課題と対応のほか、申請者本人の責任範囲における課題と対応について記述する。職種としての責務を果たすための課題と職種の専門性を生かした対応を記述すること。

	プロジェクト遂行上の
課題
	プロジェクト遂行時における全体的な課題と対応のほか、申請者本人の責任範囲における課題と対応について記述する。職種としての責務を果たすための課題と職種の専門性を生かした対応を記述すること。

	アプリケーション構成
	申請職種の専門分野を選択し、業務（プロジェクト）の対象となったシステムのアプリケーション構成について記述する。別途資料を添付してもよい。

	採用したアプリケーション開発手法とその採用理由
	当該業務にて採用したアプリケーション開発手法とその採用理由を記述する。プロジェクト概要の記載事項の要件と制約から説明してもよい。

	コミュニケーション
マネジメント
	当該業務にて採用したコミュニケーションマネジメントとして、会議体、機能、主催者と申請者の役割について記述する。

	リスクマネジメント
	当該業務にて採用したリスクマネジメントとして、優先度あるいは影響度が高いと判断したリスクを３項目程度選び、リスクの特定､対応策について記述する。

	プロジェクト結果の評価
	当該業務の評価を、以下の３つの面から記述する。
【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等についての評価）

【テクニカル】　（プロジェクトの技術的な評価）
※申請職種のプロフェッショナルとしての視点から
【パーソナル】　（人事管理面での評価）

	顧客評価
	当該業務について、主たる顧客から見た評価を記載する。「評価者」には、評価を行った相手の立場を記入すること（例：顧客のエンドユーザ、自分の上司、その他（外部の評価））。

	後進育成への貢献
	当該業務にて実施された後進育成の成果を記述する。育成のために行った活動とその結果を記載すること。

	専門性
	当該業務にて発揮した専門性と技術の継承への貢献結果を記述する。


(13) 記入例 （アプリケーションスペシャリストの例）
記入日：2007年6月28日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　情報　太郎
所属：　流通システム開発部　開発１部

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　( 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No： ００１
	顧客名
	Ｂ社

	顧客業種
	小売業

	業務名
	エレクトリックコマースによる販売業務

	プロジェクト名
	Ｂ社 ｅコマースアプリケーション構築プロジェクト

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	250（内顧客３０） 人月
	ピーク時
（人）
	予定
	75（内顧客１０） 人

	
	
	実績
	250（内顧客３０） 人月
	
	実績
	75（内顧客１０） 人

	
	金額
	250　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	2006年　1月　～　　2006年　12月

	
	実績
	2006年　1月　～　　2006年　12月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	2006年　1月　～　　2006年　12月

	
	実績
	2006年　1月　～　　2006年　12月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	2006年1月　～　2006年5月

	
	
	実績
	2006年1月　～　2006年5月

	
	外部設計
	予定
	2006年6月　～　2006年6月

	
	
	実績
	2006年6月　～　2006年6月

	
	開発
	予定
	2006年7月　～　2006年8月

	
	
	実績
	2006年7月　～　2006年8月

	
	総合テスト
	予定
	2006年9月　～　2006年9月

	
	
	実績
	2006年9月　～　2006年9月

	
	運用
	予定
	2006年10月　～

	
	
	実績
	2006年10月　～

	プロジェクト
での役割
	立場
	( 責任者
	□ チームリーダ
	□ チームメンバ
（独力）
	□ チームメンバ
（要指導）

	
	主たる役割
	□ プロジェクトマネジメント
□ ITアーキテクト
	□ ITスペシャリスト
□ コンサルタント
	( アプリケーションスペシャリスト


	
	従たる役割
	( プロジェクトマネジメント
□ ITアーキテクト
	□ ITスペシャリスト
□ コンサルタント
	□ アプリケーションスペシャリスト


	
	（具体的に）
· 業務チーム責任者として、お客様業務担当チーム責任者A氏とアプリケーションに関するスコープ定義を実施するとともに、その責任を持つ。

· プロジェクト内の業務チームの組織運営に関する責任を持つとともに、アプリケーションに関する要員、納品物、コスト、品質、納期に責任を持つ。

· 日本の小売業界初のECアプリケーションであり、欧米の先進事例の調査、問題点の把握等リスクを特定し解決策（需要、回避等）を実施した。

· お客様相談センターの業務については、他業種のヘルプデスク機能、コールセンター等の事例調査により、リスク特定の参考とした。

· プロジェクト全体のサイズ（金額/要員数）の75%にあたるアプリケーション部分を責任範囲とした。

· プロジェクトマネージャを補佐し、外部設計以降の全ての納品物に対する品質に関してプロジェクト内で責任を持ち、問題管理委員会をリードした。

	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）
· 顧客のBPRの一環として、小売業での新たなビジネス形態のWebを利用したエレクトリックコマースにより販売チャネルを構築するとともに、顧客情報、販売管理情報を蓄積することにより、マーケティング戦略策定の基盤を整備し、売上向上に寄与する。

· 消費者の顧客満足度向上のために新たにお客様相談センターを設立するにあたり、その要員の教育訓練の基盤・仕組みを確立する。

	
	（２）プロジェクト要件

· 稼動時期は、客先中期計画の開始時期2007年4月に先立つ2006年10月とし、6ヶ月を併行稼動期間とした。

· IT業界標準の積極的な採用（ハードウェア、ソフトウェア、開発手法等）

· 小売業としての先進的な販売チャネルの確立（エレクトリックコマース等）

· 365日運用（8:00～24:00）

· 新顧客情報データベースの構築（店舗、インターネット）

· 四半期ごとのマーケティング戦略策定のための販売管理情報データベースの構築

· 既存情報との連動

· お客様相談センター運営システムの構築

	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）
· 要件定義局面については工数提供による確定料金の準委任

· 基本設計～システムテストは成果物コミットによる一括請負

	
	（４）活用技術

· アプリケーション開発技術：オブジェクト指向による分析、設計、開発

· 業界ビジネス動向：世界のｅコマース導入実績

	
	（５）納入物

· 要件定義書

· 仕様書（クラス図、シークエンス図、ER図、状態遷移図等）

· プログラム（C　1000　本（600K　LOC）、JAVA　1800　本（900K　LOC））

· テスト仕様書、テスト報告書

	
	（６）品質要件

· 機能性：お客様相談センターにてピーク時、100件/時間の処理が完了すること。
新顧客情報システムにてピーク時、20件/秒のトランザクションが処理できること。

· 回復性：障害時、縮退運転が可能となること。

· 利便性：既存情報と連動し、マーケティング戦略策定に資する情報アクセスが可能なこと。

	
	（７）複雑性要件

	
	専門分野：業務システム

	
	□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、幾つかの特殊な業務要件が含まれる

( 新技術で大手企業で実績のないもの、あるいは事例が見当たらない使用実績の少ないテクノロジを使用
客先の中期計画に連動するシステムで中期計画中のシステム更改を可能な限り避けるという要件によりトランザクションの増加に柔軟に対応するため実績の少ないブレードサーバーを使用した。OSについてもLINUXを使用するということで、業界のアプリケーションプラットフォームとしても実績がなかった。

( 複数のシステム形態が共存（トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等）
既存情報は汎用機に配置され、新顧客情報データベースはインターネット経由のトランザクションとしてＵＮＩＸサーバを使用する。店舗のアプリケーションサーバ及び本部のアプリケーションサーバのクライアントサーバーシステムとして稼動する。

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求
( 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム
小売業において初のＥコマースアプリケーションであり、国内にリファレンスとなるシステムが存在していなかった。したがって、アプリケーションに関するパフォーマンス、リカバリ等機能要件と制約を定義することが必須であった。

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい

	プロジェクト
体制
	[image: image9.emf] 
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	プロジェクト
開始時の課題
と対応
	· 顧客業務担当者が兼任のため組織的対応が弱かった。
→　プロジェクトレビューの機会を多くし、TOPへの理解と協力を求めた。

· 業務チームの協力会社がサブシステムごとに分かれており協力会社間の協業体制に問題が予測された。
→　協力会社間の情報共有を目的とした定例会議を実施。

· 協力会社のZ社は顧客関連会社のため統制に考慮が必要であった。
→　役割と責任範囲を明確にして活動を進める。

	プロジェクト
遂行上の課題
	· 日本で初の業界のアプリケーションであるため協力会社も含め業務知識の習得を早期に実施する必要があった。

· 業務の特性からアプリケーション開発手法としてオブジェクト指向開発を採用したが業務チーム内に経験者が不足しており標準化の確立･徹底に考慮する必要があった。

	アプリケーション
構成
	分野：　( 業務システム　　□ 業務パッケージ

	
	別紙参照

	採用したアプリケーション開発手法と
その採用理由
	· 小売業B社のWebベースのECアプリケーション開発においてUMLを記述言語としてオブジェクト指向の開発手法にて開発を実施した。オブジェクト指向開発を採用した理由は顧客のフェーズ２以降の開発においての再利用のための部品整備、蓄積が不可欠であると判断したためである。記述言語でUMLを採用した理由は顧客の業界標準を取り入れたいという要望とオブジェクト指向の開発においては最適であると判断したためである。

· さらにB社で開発した部品を汎用化し同業C社、D社に横展開をし、生産性向上、ビジネス獲得に寄与した。

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）
· 顧客も含めた業務チームミーティングを隔週木曜日（休日が多い）に実施し、業務チームを運営した。その他フォーラムDBを設置して、コミュニケーションの活性化を図った。

· 協力会社代表者会議を毎月実施し、協業の体制を確立した。

· PMとともに顧客と折衝しZ社の立場を明確にし、組織運営した。

	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）
· 小売業ECアプリケーションは業界初であり、参照するケースが無いため、英国、米国の先進事例を参照するとともに他業種の事例を参照し、リスク回避した。

· 取引件数の見積りが困難なため、応答時間の予測が困難であった。

· 開発チームにおいて大規模オブジェクト指向プロジェクトの経験者が少なかったため、要件定義、外部設計局面において、社内スペシャリストを確保し、メンバに対するオブジェクト指向による分析、設計研修を実施した。さらに、要件定義、外部設計局面において、アプリケーションに関するピアレビューを実施した。

	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）
· プロジェクト要件の一つである顧客中期計画の開始時期を基にしたシステムの稼働時期を維持したことにより、当初予定したとおりの売上・利益を確保した。

	
	【テクニカル】　（アプリケーションスペシャリストの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）
· オブジェクト指向の開発手法による大規模なシステム開発であったが、データに関しては成果物として正規化を実施しER図を作成しデータベースを構築した。

· データアクセスについては、トランザクション量の見積りが困難であったため、特に排他制御について考慮した。

	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）
· サブシステムごとに協力会社が異なっていたことから、コミュニケーションを円滑にするために、協力会社責任者会議を設置し、当職が議長として進捗・問題点等の共通認識を持つようにした。

· 業務チーム要員のオブジェクト指向開発の経験不足については、研修及び業務チーム内講習会にて補完することにした。

· プロジェクト開始時より定期的な会議体を設置し、業務チーム、業務サブシステムチーム内のコミュニケーションを実施した。

· システムテスト時点では顧客業務リーダと協議し、３交替制で顧客・弊社チームを編成することとした。運用テストについても、顧客業務リーダ経由でエンドユーザへの実習教育を実施した。

	顧客評価
	· 顧客の評価については、満足度調査結果の業務関連項目参照。

· 保守契約も締結されたことでも分かるように、プロジェクトの評価については満足されている。

	
	評価者：顧客

	後進育成への
貢献
	· 新人プロジェクトメンバ１名を、ＡＰＳのレベル２相当に育成した。プロジェクトに配属されるまでは開発技法、業務知識ともとぼしかったが、業務分析、業務設計、開発局面において顧客との会議の議事録作成業務を担当させることにより、業務知識、作業工程とアウトプットの検証方法に関して、重点的にスキルを向上させたことにより、総合テスト局面においてテストシナリオに基づき独力でテストケースの作成、テスト実施、検証作業ができるようになった。

	専門性
	( アプリケーション開発領域における技術要素（ツール、標準、メソドロジ等）

( アプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクのアセスメント
今回のプロジェクトにおいて小売業の大規模プロジェクトにおいてオブジェクト指向の設計における、リスク識別、およびリスクマネジメントをアプリケーション開発手法と業務分析手法のスキルを活用し実施し、事例として、社内セミナーで発表するとともにプロジェクト報告書として、知財データベースに登録した。


(14) 項目と記入要領 （ITサービスマネジメントの例）
「業務経歴書」には、以下の項目を過不足無く記入する。なお、記述内容は、可能な限り、客観的なものとなるように心がける。評価を記述する際は、客観的な事実と併せて記載する。
	項目
	記入要領

	記入日
	業務経歴書の記入日を記入する。

	申請者
	業務経歴書の申請者の氏名、所属部署名を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入し、該当する専門分野にチェックする。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。

	実績No
	「主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録」との対応付けのための実績Noを記入する。

	顧客名
	業務経歴書に記入する業務（サービス）の主たる顧客名を記入する。

	顧客業種
	業務経歴書に記入する業務の主たる顧客の業種 （例：小売業）を記入する。

	業務名
	業務経歴書に記入する業務の主たる顧客の業務名を記入する。

	サービス規模
	当該業務の対象となるサービス提供人数、金額、ユーザ規模、サービス対象のアプリケーション名、サービス対象のシステム数及びサーバ数（ノードの数）プラットホーム・アーキテクチャ、ネットワーク構成について、自分が担当または管轄した部分の実績を記入する。

	サービス内容
	当該業務の概要を （1）サービス概要、（２）ビジネス要件、（３）サービスレベル要件、（４）契約形態、（５）活用技術、（６）納入物、（７）品質要件、（８）複雑性要件などで記述する。
（１）サービス概要：　提供するサービスの概要を記入する。

（２） ビジネス要件：　顧客・社内におけるビジネス上の目的･課題、要件・制約などについて、下記の視点から記述する。
· 顧客のビジネス・経営の視点で見たサービスの目的

· サービスの期間、契約金額等、サービスの成否に大きな影響を及ぼす制約・条件
（３） サービスレベル要件：　要件定義局面における要件の概要を簡潔に記述する（本紙はＳＬＡからの抜粋を記述し、ＳＬＡを別途添付することを推奨する）。
（４） 契約形態：　サービスの契約形態を記入する（サービス項目などによって異なる場合は、その契約単位も記入する）。
（５） 活用技術：　当該業務において活用した技術について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で必要とされたスキル項目、知識項目

· 従たる役割で必要とされたスキル項目、知識項目

（６） 納入物：　契約上の納入物について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で責任を持った納入物とその数量

· 従たる役割で責任を持った納入物とその数量

（７） 品質要件：　当該業務の品質要件について、下記の視点から記述する。
· 主たる役割で責任を持つ品質要件 （性能、利便性、機能性、信頼性、使用性、保守性、顧客満足度等、達成度指標の品質要件を参照）

· 従たる役割で責任を持つ品質要件 （性能、利便性、機能性、信頼性、使用性、保守性、顧客満足度等、達成度指標の品質要件を参照）

（８） 複雑性要件：　当該業務で求められた複雑性について、ITスキル標準に定義された複雑性要件のうち該当する項目をチェックし、下記の視点から、その内容を記述する。
· 主たる役割での複雑性要件 （必要なスキル項目、知識項目）

	サービス参画期間
	当該業務に自分が参画した期間を記入する。

	サービス体制と役割
	【サービス体制】

当該業務（サービス）の顧客、および協力会社等サービス全体の責任分担と要員数（サービスデスクの数）がわかる体制図を記述する。

【役割】

立場：　当該業務の中で果たした役割を、責任者、チームリーダ、チームメンバ（独力）、チームメンバ（要指導）の中から選択する。
主たる役割：　当該業務に参画した時の専門分野を選択する。
従たる役割：　当該業務における副次的な役割を、専門分野から選択する。

	サービス提供における責任範囲の課題と対応
	当該業務（サービス）提供における申請者本人の責任範囲の課題と対応について記述する。職種としての責務を果たすための課題と職種の専門性を生かした対応とその結果を記述すること。

	コミュニケーションマネジメント　※
	当該業務（サービス）にて採用したコミュニケーションマネジメントとして、会議体、機能、主催者と申請者の役割について記述する（サービスレベル報告書サンプルの添付を推奨）。

	リスクマネジメント　※
	当該業務（サービス）にて採用したリスクマネジメントとして、優先度あるいは影響度が高いと判断したリスクを３項目程度選び、リスクの特定､対応策について記述する。

	サービス状況の評価　※
	当該業務（サービス）の評価について、以下の４つの面から記述する。
【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価）

【テクニカル】　（サービスを技術的に評価）

【パーソナル】　（人事管理面でサービスを評価）

【プロセス】　（継続的改善を含むサービス提供プロセスの視点で評価）

	後進育成への貢献　※
	当該業務（サービス）にて実施された後進育成の成果を記述する。育成のために行った活動とその結果を記述すること。

	専門性
	当該業務（サービス）にて発揮した専門性と技術の継承への貢献結果について、プロフェッショナル貢献の項目を参照して記述する。

	顧客評価
	当該業務（サービス）について主たる顧客から見た評価を記述する。
「評価者」には、評価を行った相手の立場を記入すること（例：顧客のエンドユーザ、自分の上司、その他（外部の評価））。


※については、各人の専門性を評価する視点なので、適宜変更することが望ましい。

(15) 記入例 （ITサービスマネジメントの例）

記入日：2009年 4月23日

業務経歴書
	申請者
	氏名：　情報　太郎
所属：　サービス事業部

	申請職種
	ITサービスマネジメント

( 運用管理
□ システム管理
□ オペレーション
□ サービスデスク

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No： ０００１　

	顧客名
	Ｂ社

	顧客業種
	製造業

	業務名
	基幹業務システム運用

	サービス規模
	サービス提供人数
	４０名

	
	金額
	５００　百万円／年

	
	ユーザ規模
	想定利用者数　１０万ユーザ

（インターネット経由の不特定多数の利用者を除く）

	
	サービス対象の
アプリケーション名
	情報共有メール、生産管理、販売管理、知的財産管理

	
	サービス対象の
システム数及びサーバ数
	１４０業務システム　７００サーバ

	
	プラットフォーム・

アーキテクチャ
	メインフレーム、ＵＮＩＸサーバ、ＩＡサーバ、Ｌｉｎｕｘサーバ

仮想化、クラスタリング、ＳＡＮ

	
	ネットワーク構成
	WAN～ＬＡＮ（Internet接続、社内イントラ）、ＶＰＮ

機器：Firewall（Nokia、Netscreen）、ロードバランサ（bigip、ss8000）

ノード数：約５～６万ノード

	サービス内容
	（１）サービス概要

顧客の基幹システムを含めた140業務システムをホスティング形式で提供している。

	
	（２）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）

顧客のビジネスの継続性や品質は、提供するITサービスの可用性と品質にかかっており、ITサービスを２４時間、３６５日安定的かつ安全に提供し続けることを強く求められている。

また、最近はITについても厳しい内部統制が求められ始めている。

	
	（３）サービスレベル要件（SLAの内容でサービスレベル目標に該当する項目）

( サービス時間

　24時間365日
( サービス可用性

　サービスの重要度に応じて95～99％の範囲でランク付け
( 応答時間

　「障害通報：発生後３０分以内が９５％以上」であること

( その他

　顧客向けサービス提供では、ITＩＬに準拠したサービスプロセスの明示

	
	（４）契約形態　（サービス項目などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）
・以下のサービス項目でメニュー化されている「アウトソーシング基本契約」を締結

①機器提供サービス　②運用サービス　③回線提供サービス　④リモート監視サービス

	
	（５）活用技術

＜メインフレーム＞

　（プラットフォーム）　ＭＶＳ、ＩＭＳ、ＣＩＣＳ、ＤＢ２、ＮetＶｉｅｗ、ＧｌｏｂａｌＭｉｒｒｏｒなど

　（言語）　ＶＳ／ＡＳＭ、ＣＯＢＯＬ

＜サーバ＞

　（プラットフォーム）　Ｓｏｌａｒｉｓ、ＨＰＵＸ、ＡＩＸ、各種Ｗｅｂサーバ、Ｗｅｂアプリサーバ、Ｏｒａｃｌｅ、ＵＤＢなど

　（言語）　Ｃ、Ｃ＋＋、ｊａｖａ、ＨＴＭＬ、ＸＭＬ、ＶＢ、Ｓｈｅｌｌなど

＜オペレーティングシステム＞

＜ネットワーク技術＞

＜ITＩＬ運用管理＞

＜運用管理技術＞

　（統合監視）

　（自動運転）

　（性能管理）

	
	（６）納入物

契約書にて定義している種々のサービスの確実な提供。

（顧客向けオンラインサービス、社内向けオンラインサービス、各種帳票作成サービスなど）
それを証明するための下記サービスレポート。

　①各サービスの提供状況レポート（パフォーマンスレポート）
　②エグゼクティブサマリーレポート（リスクベースレポート）

	
	（７）品質要件

サービス品質要件に準ずる （※ＳＩ構築案件ではない）

	
	（８）複雑性要件（専門分野：運用管理）

□国際的な運用管理 （文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□世界的にも先進的な運用管理

(高度な運用要件 （パフォーマンス要件、セキュリティ要件、技術的要件、稼働運用要件）
□高度な基盤要件 （マルチプラットフォーム、マルチベンダ、全体最適）
(高度なシステムリスク （機密性、万全性、可用性に関し、社会に影響を与える情報システム）
(体制 （複雑な協業関係、複数の関係部門）
(複雑な契約条件または完了条件

	サービス
参画期間
	2006年　1月　～　　2009年　3月


	 
	【サービス体制】
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	立場
	( 責任者
□ チームリーダ
□ チームメンバ
□ チームメンバ


（独力）
（要指導）

	
	主たる役割
	( 運用管理
□ サービスデスク
□ システム管理
□ オペレーション

	
	従たる役割
	( 運用管理
□ サービスデスク
□ システム管理
□ オペレーション

	
	（具体的に）

・ＳＬＡ管理

・インシデント管理、問題管理

・移管管理（新規サービス導入管理）、リリース管理

・オペレーション管理、稼動管理、スケジュール管理

・アウトソース管理（サプライヤー管理）
・セキュリティ管理

	サービス提供における責任範囲の課題と対応
	① 難度の高い障壁・目標ライン

・サーバ約１７００台に対し、サーバコンソリデーションを行いながら、仮想化技術を活用して、集約する。

・運用コストの半減と、「サービスをとめない仕組み」を構築し、提供することを目標とした。

② 課題

・個々のサービスメニューの提供プロセスを明示し、お客様と合意する。

・サービス提供と並行して順次サーバ集約作業を行うために、システムの変更・リリースに関するリスク対策として構成情報・イベント情報の管理と「誰が、いつ、何をしているのか？」が瞬時に判断できる仕組みを構築し運用する。

・サービス提供を継続するためには、管理サーバ台数の変動に耐えうる、運用プロセスと、監視システムによるアラート／インシデントの抑止、および物理オペレーションを極力抑えた仕組みやシステムを、いかに上手く顧客に「見える」ソリューションを作る。

・運用プロセスを定着させ、サービスを安定化させたあと、一時期に品質を確保するために投入したリソースの効率化を実施し、定常的に改善・効率化の実施をおこない、ユーザアプリケーションの領域に踏み込んだ業務運用サービスへの展開を推進する。
③ 対策と結果
・イベント情報、構成管理情報の整備については、運用部隊の基本機能として整備されたツールを用いて対応しようとしたが、当初見込んでいたサービスレベルよりも高い要求があり、ツール面の改造を行った。
・運用プロセスの定着については、顧客要求事項の変遷、およびサーバ集約時に発生したトラブルや、ツールの不具合で発生した問題の対処によって頻繁な見直しが入る結果となってしまった。
これによって、現場担当者の反発やモチベーションの低下が顕著に現れてきたが、日々の全体ミーティングと要員個別の相談を充実させ、チームやプロジェクト内での認識のズレが発生しないように対応すると同時に、定期的な内部懇親会やユーザとの親睦会を開催し運用要員の士気の高揚を図った。

・サーバの集約は約１年半で完了し、合計台数で６００台を超える大規模なホスティングサービスを展開している。
受入プロセス、および運用プロセスの定着状況をモニタリングし、迅速に問題に対処を行う。サービス提供時についても品質、プロセスの実施状況をモニタリングし、経営ＴＯＰ（ＣＩＯ）に対しても状況をレポートし半期に一度改善テーマを挙げて活動し、安定運用、問題を起こしていないことの証明を行い、サービスを止めないようにしている。

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）
・顧客CIOとのリスク認識評価（月次）：顧客IT部門主催／レポート報告者／

　リスクベースのサービスレポート報告（エグゼクティブレポート）をベースにしたサービス提供状況（リスク）の認識と評価

・当社経営者とのリスク認識評価（月次）：社内経営企画部主催（取締役会）／レポート報告者／

　リスクベースのサービスレポート報告（エグゼクティブレポート）をベースにしたサービス提供状況（リスク）の認識と評価

・顧客窓口（IT企画部）とのリスク認識評価（月次）：当部主催／レポート報告者／
　各サービスの提供状況レポート（パフォーマンスレポート）をベースにしたサービス提供状況（パフォーマンス）の認識と評価

・パフォーマンス評価会議（月次）：当部主催／評価者／
　本部内の各業務プロセスリーダーでサービス提供に係わるパフォーマンス評価

・稼動報告評価会議（月次）：当部主催／評価者／
　各サービスプラットフォーム単位の稼動状況取りまとめ

	リスクマネジメント
	（サービス提供上のリスクの特定､対応策について記入してください。）

①提供サービス全体の明確化と定義

②顧客ビジネスとの関係の明確化

③顧客ビジネスへの影響をベースとするリスクの認識・評価とそのドキュメンテーション化

④リスクの顕在化防止、リスク最小化に向けた運用プロセス設計

⑤認識するリスク他提供サービスの確実性確保のためのモニタリング設計

⑥プロセスとモニタリングの継続的・確実な実行

⑦リスクアセスメントの定期的な実施

	サービス状況の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）

・収益管理

運用プロセスをITＩＬに基づいて構築し、オーダ毎、プロセス毎の工数管理を実施することによって把握し、委託費についても同等の管理が可能なように、作業管理表によるコスト管理の徹底によって、５％を目標としたコスト削減による損益拡大を徹底して実施した。

・品質管理

毎期、事業計画書を作成して当期の品質目標と達成計画を定め、その目標達成に向けた改善を実施している。顧客起因ではないインシデントに対しては、問題管理、変更管理、構成管理、リリース管理の徹底とともに、ＩＳＯ９００１、２７００等に基づいた是正処置管理を徹底して行い、計画を立てて、恒久的な改善の実施と順次導入されるシステムへの水平展開を実施した。

	
	【テクニカル】　（サービスを技術的に評価してください。）

・新技術は、十分にリスク評価をした上で導入しており、技術リスクは最小限にとどめている。

・一方、比較的ビジネスリスクの小さい分野については、積極的に新技術を導入している。

・基幹部分と周辺サービスに分けて、適材適所の技術評価を行っている。

	
	【パーソナル】　（人事管理面でサービスを評価してください。）

・「示された手順にしたがって行動する」だけでは、運用担当者のモチベーションは上がらないと考えている。

・システムを動かしているのではなく、サービスを提供しているというマインドを時間を掛けて醸成しており、メンバーのモチベーションは比較的高いと評価している。

・「攻めの運用」をスローガンにして、止まらないシステム・燃費のいいシステムの設計について、開発プロセスに踏み込んで推進している。

	
	【プロセス】　（継続的改善を含むサービス提供プロセスの視点で評価してください。）

・ISO20000、ISO27001のプロセスを運用管理プロセスのベースにし、それに基づいたPDCAサイクルをまわしている。

・合わせて、COBITを参考にしたガバナンスフレームワークを構築し、その中で改善活動のモニタリングも行っている。

・COBITベースで評価をすると、大半のプロセスが３～４のレベルと評価しており、一方で、課題であるプロセスも認識している。

	後進育成への
貢献
	・本部内の教育カリキュラムを整備し、ITSMのプロを育成している。

・社内の新入社員教育においても必須課題としてITSMを組み込んでおり、会社全体にITSMマインドを醸成するよう働きかけている。

・また、産官学共同プロジェクトとして行っている先導的IT人材の育成にも講師として参画している。

	専門性
	高度な専門性を保有し、後進を指導している

・マネジメント（顧客サポート、ストレスマネジメント、人的資源管理、チーム育成）
・顧客満足度の獲得

・テクノロジ（サポートセンタのインフラ、ＣＴＩ（コンピュータテレフォニインテグレーション）、他）
・運用管理
（サービスレベル管理、インシデント管理、問題管理、変更管理、ナレッジマネジメント、他）

	顧客評価
	お客様満足度調査結果　　満足度　７５．５点

　［調査項目例］

· 連絡待ち時間

· 受付理解度

· 担当者マナー

· 担当者の指示／依頼

· 回復／回答所要時間

· 応急処置対応

· 進捗報告

· 信頼性

· 有用性

· 障害情報提供

· 改善取り組み

· 障害削減状況

	
	評価者：　上司


2.6.5 「達成度指標チェックシート」
(16) 項目と記入要領

達成度指標は、経験と実績を評価するための指標であり、ITスキル標準で定義したプロフェッショナルのレベルを評価するための指標として位置づけられる。「達成度指標チェックシート」は、これらの達成度指標を一覧化したチェックシートである。
【申請者基本情報】

基本情報として、その他の申請書類と同様に、申請者の氏名や申請職種等を記入する。
	項目
	記入要領

	申請者
	申請者の氏名、所属部署名を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入する。

	専門分野
	認定申請する職種の専門分野名をチェックする。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。


【ビジネス貢献】

	項目
	記入要領

	責任性
	顧客に対する立場の責任として、該当する項目にチェックを記入する。

	複雑性
	プロジェクトの難易度として、該当する項目にチェックを記入する。

	サイズ
	プロジェクトの規模として、該当する項目にチェックを記入する。


【プロフェッショナル貢献】

	項目
	記入要領

	専門性
	申請職種のプロフェッショナルとしての専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマにチェックを記入する。

	技術の継承
	技術の継承のために実施・貢献した項目にチェックを記入する。

	後進の育成
	メンタリング／コーチング等で育成した職種にチェックを記入する。申請者本人とは異なる職種の後進人材を育成した場合は、「その他の職種」欄に職種名を記入する。


【審査結果記入欄】

	項目
	記入要領

	事務局
	事務局と審査者がそれぞれ達成度に関する自己申告の内容を確認し、各項目が、申請職種・レベルにおいて求められる水準に達していると判断できる場合は、チェックを記入する。

	審査者
	


(17) 記入例

記入日：2006年4月10日
達成度指標チェックシート（アプリケーションスペシャリスト）
	申請者
	氏名：　情報　太郎
所属：　流通システム開発部　開発1課

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　( 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No：００１　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当する項目に(を記入する。）
( 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、幾つかの特殊な業務要件が含まれる

( 新技術で大手企業で実績のないもの、あるいは事例が見当たらない使用実績の少ないテクノロジを使用

( 複数のシステム形態が共存(トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等)

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

( 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい
	□ 業務パッケージ適用導入に係わり調整を必要とするステークホルダーが多岐にわたる（５業務領域以上）

□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、業務パッケージに含まれない幾つかの特殊な業務要件が含まれる

□ 新製品もしくは事例が見当たらない使用実績の少ないパッケージ

□ 複数の既存システムとインターフェースが多い（５以上のインターフェース） 

□ 複数のシステム形態が共存(トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等)

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい
	
	

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	( 開発チームのピーク時要員数５０人以上

□ 上記複雑性の４項目以上に該当し、開発チームのピーク時要員数１０人以上５０人未満
	□ 適用導入および開発チームのピーク時要員数１０人以上３５人未満

□ 上記複雑性の４項目以上に該当し、適用導入および開発チームのピーク時要員数３人以上
	
	

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	( アプリケーション開発領域における技術要素（ツール、標準、メソドロジ等）

( アプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクのアセスメント
	□ 業務パッケージを活用した適用導入および関連するアプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクの管理
	
	

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
( 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動
□ 著書
□ 社外論文掲載
( 社内論文掲載
□ 社外講師
( 社内講師
( 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
( アプリケーションスペシャリスト
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


2.6.6 「スキル熟達度チェックシート」
スキル熟達度は、ITスキル標準において、達成度で示された実績を発揮するために必要なスキル項目とその水準を示した指標である。「スキル熟達度チェックシート」は、これらのスキル熟達度を一覧化したチェックシートである。
(18) 項目と記入要領

【申請者基本情報】

基本情報として、その他の申請書類と同様に、申請者の氏名や申請職種等を記入する。
	項目
	記入要領

	申請者
	申請者の氏名、所属部署名を記入する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を記入する。

	専門分野
	認定申請する職種の専門分野名をチェックする。

	申請レベル
	認定申請するレベルをチェックする。

	合格試験
	情報処理技術者試験の高度試験のうち、合格している試験があれば、その試験にチェックする。旧試験の場合は、「その他旧試験区分等」の欄に、合格した試験名を記入する。

※ 特に、レベル４の評価においては、高度試験への合格を評価の際の参考とする。


【スキル熟達度に関する自己申告】

ITスキル標準の記述の抜粋を参考にして、チェックシートの各スキル項目が、申請する職種・レベルに求められるスキル熟達度を満たしていることを、自己申告の形で記述する。事務局と審査者は、自己申告の内容を確認し、各スキル項目が、求められる水準に達していると判断できる場合は、チェックを記入する。
	項目
	記入要領

	スキル項目
（スキル熟達度に
関する自己申告）
	業務経歴書に記載した業務において、どのような場面でどのようなスキルを活用したかを簡潔に記述し、ITスキル標準に定義されている申請レベルのスキル熟達度を満たしていることを示す。

※ 「スキル項目」には、「職種共通」のスキルと「専門分野固有」のスキルが定義されているが、「専門分野固有」のスキルについては、該当する専門分野のスキル項目を選択して記述する。

	事務局／審査者
	事務局と審査者がそれぞれ自己申告の内容を確認し、各スキル項目が、申請職種・レベルにおいて求められる水準に達していると判断できる場合は、チェックを記入する。


(19) 記入例
記入日： 2006年4月10日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　情報 太郎
所属：　流通システム開発部　開発1課

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　( 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
( プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
( その他旧試験区分等 ［ アプリケーションエンジニア ］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「業務システム」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	業務分析
	（開発チーム責任者として、業務要件、技術要件分析を行うことができる。）

Ａ社販売・物流システムの再構築にあたり、顧客業務責任者と協議し、DFDを使用し現行業務を整理した。ユーザニーズをヒアリングにて把握し、新規業務のＤＦＤを作成した。その際、ユーザニーズをシステム化するものと、業務プロセスの変更で対応するものとに分類し、開発期間、コストの最適化を図った。
	□
	□

	テクノロジ
	（開発チーム責任者として、複雑性の高い技術的問題解決を実践し全開発局面を遂行することができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築にあたり、Ｗｅｂ技術を採用し、各支店の分散アプリケーションサーバと本社のデータサーバの2層の配置として、本社において排他制御を一括で行うことにより、データの保全性を確保したデータベース設計を実施した。2層構造を採用したのは、顧客の業務責任者との議論において支店にはシステムに関する専門家が居ないため障害時のデータのリカバリが困難との結論となったためである。
	□
	□

	デザイン
	（開発チーム責任者として、テクニカルチームにテクニカルガイダンスを実施し、複雑高度な開発環境要件、データベース要件を満たすアプリケーションデザインを実施することができる。）

Ａ社ＣａｌｌＣｅｎｔｅｒ構築にあたり、モデリング技法によりデータとプロセスモデルを設計した。さらに、Ｃａｌｌ件数の予測が当初困難であったため顧客の業務責任者と技術責任者と協議し、プロトタイプによりパフォーマンス・シミュレーションを実施するようガイドした。
	□
	□

	ソフトウェア
エンジニアリング
	（開発チーム責任者として、最適開発手法、開発支援ツール、テスト技法等のソフトウェアエンジニアリング技術に関してテクニカルチームにテクニカルガイダンスを実施し、システム開発を遂行することができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築にあたり、顧客のフェーズ２以降の開発において再利用のための部品整備、蓄積し、開発の生産性向上の要件を満足させるために、オブジェクト指向の開発を採用した。顧客、プロジェクトチームメンバともオブジェクト指向開発の経験が少なかったため開発支援パッケージを利用した。
	□
	□

	コンサルティング
技法の活用
	（開発チーム責任者として、最適なコンサルティング技法を選択適用し、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成を行い、プロジェクトを成功裡に実施することができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築にあたり、顧客の本社業務責任者へのヒアリング結果を基に、各支店の業務責任者に、仮説検証技法によりヒアリングを実施し要件定義書を作成した。仮説検証技法を利用したのは、本社業務責任者のヒアリングにおいて各支店での業務運用に相違があることが想定されたため、新業務プロセス策定のモデルを想定し、各支店のフィージビリティを見極めるためである。
	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge
Management） 活用
	（開発チーム責任者として、プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を適切に行い、プロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築における、オブジェクト指向設計、開発時のリスク識別およびリスクマネジメントに関するドキュメントをまとめ、社内の知財データベースに登録した。このドキュメントは年間5件程度参照され、社内の開発生産性はもとより、提案時の有効ツールとして利用されている。
	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（開発チーム責任者として、プロジェクトマネジメント職種と協業し、プロジェクト計画策定と実施、変更管理等のプロジェクトマネジメントを遂行することができる。）

Ａ社販売物流システムの再構築にあたり、開発期間1年、金額250百万円という要件を満足させるため、ユーザニーズの分析結果をシステム化で対応するものと、業務プロセスの変更で対応するものとに分離し開発期間、コストの最適化を図った。
	□
	□

	リーダーシップ
	（開発チーム責任者として、指揮、命令し全開発局面を遂行することができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築にあたり、大規模なオブジェクト指向開発の経験のない開発チームメンバに対して、社内のスペシャリストを確保し、要件定義、外部設計局面のアプリケーションのピアレビューを実施した。

また、ユーザニーズの把握において顧客の業務責任者からニーズを聞き出し、各支店の業務責任者へのヒアリング項目に再構築し、要件定義の品質を確保した。
	□
	□

	コミュニケーション
	（開発チーム責任者として、ユーザの業務責任者と、業務システムに関する会話ができる。また、テクニカルチームのメンバとの適切な2Wayコミュニケーション、情報伝達、情報の処理を行うことができる。）

Ａ社ＥＣ業務構築にあたりサブシステム単位に異なる協力会社に弊社のアプリケーション開発手法を徹底するために、毎月協力会社代表会議にて確認した。これにより、納入物の品質の向上を図った。
	□
	□

	ネゴシエーション
	（開発チーム責任者として、ユーザの業務責任者と、ゴールを設定し、論理的根拠に基づき技術的課題に関する合意を形成できる。）

Ａ社販売物流システムの再構築にあたり、開発期間12ヶ月という制約から最新のパッケージを採用することを提案した。当初、顧客においては既存システムの改善を想定していたが、パッケージ活用のメリットと開発期間短縮を提案し成約にこぎつけた。
	□
	□

	専門分野固有スキル

	( 業務システム
構築
	（開発チーム責任者として、システム化計画立案から導入、移行に至る全開発局面を、成功裡に遂行することができる。）

Ａ社販売・物流システムの再構築、ＥＣ業務システム、ＣａｌｌＣｅｎｔｅｒ業務システムにおいて、いずれもシステム化計画の提案時とり業務チーム責任者として参画し、要件定義、外部設計、内部設計、開発、移行、システムテストまで全局面をリードし、コスト、納期は勿論、機能性、回復性、利便性、性能等の品質要件を満足した。
	□
	□

	□ 業務パッケージ
適用
	（適用チーム責任者として、システム化戦略に沿ったシステム化計画立案から導入、移行に至る全局面について、業務パッケージ固有技術を活用してその機能と性能を活かし、適用を成功裡に遂行することができる。）


	□
	□


2.6.7 評価者向け「評価記録票」
「評価記録票」は、１人の申請者に対する１回の評価・認定のプロセスと結果を包括的に記録し、保管するための文書である。基本的には、認定事務局側が利用することを想定しているが、審査結果の記録票も兼ねているため、面接審査等における審査者用の記録票として用いることも可能である。
(20) 項目と記入要領

【申請者情報】

基本情報として、「ITプロフェッショナル認定申請書」から、申請者の氏名や申請職種等を転記する。
	項目
	記入要領

	申請者氏名
	申請者の氏名、所属部署名を転記する。

	申請者連絡先
	申請者の連絡先に関する情報を転記する。

	推薦者氏名
	推薦者氏名、所属部署名、職位を転記する。

	申請職種
	認定申請する職種の正式名称を転記する。

	専門分野
	認定申請する職種の専門分野名を転記する。

	申請レベル
	認定申請するレベルを転記する。

	合格試験
	情報処理技術者試験の高度試験のうち、合格している試験があれば、その試験にチェックする。旧試験の場合は、「その他旧試験区分等」の欄に、合格した試験名を転記する。
※ 必要に応じて合格試験の合格証書等の提出も求める。

	現在レベル認定年月
	申請者の記入日現在のレベルが認定された年月を確認し、記入する。

	同レベル申請実績
	申請者本人に、今回認定申請するレベルと同じレベルの認定を申請した実績が過去にあるかどうかを確認し、有る場合は「有」にチェックを入れ、その年月を記入する。実績がなければ、「無」にチェックを入れる。


【申請者書類確認】

本欄には、認定事務局が、申請者本人から必要な申請書類が提出されているかどうかを確認した結果を記録する。必要書類が提出されていない場合や、形式的な要件が満たされていない場合は、この段階で申請者に連絡を取り、書類を準備させる。
	項目
	記入要領

	申請書類受付日
	申請者本人から提出された書類を受理した日付を記入する。

	受付者
	書類を受理した担当者の所属と氏名を記入する。

	申請書類確認
	「書類名」には、各企業で提出を求める書類の名称を記入する。本手引きのサンプルに従えば、業務経歴書と達成度指標チェックシートは、評価の対象となる業務（プロジェクト）数分必要となる。

「確認」の欄は、認定事務局側での書類確認作業に用いる。別途添付資料等がある場合は、「備考」欄に記入する。


【書類審査記録】

本欄には、書類審査のプロセスと結果を記録する。各審査者には、申請者が提出した書類のコピー等を配布し、「達成度指標」と「スキル熟達度」の確認を依頼する。本欄には、複数の審査者による審査結果を総合した結果を記載する。
	項目
	記入要領

	書類審査依頼
	書類審査の担当者（審査者）に、認定事務局が審査を依頼した日付を記入する。

	書類審査完了
	認定事務局が、書類審査の担当者（審査者）から、審査結果を受理した日付を記入する。

	書類審査担当
	書類審査の担当者（審査者）の氏名等を記入する。記入例では、審査者のプロフェッショナルとしての職種・レベルを記入している。

	達成度
	申請者から提出された業務経歴書に記載されている各業務について、ビジネス貢献（責任性、複雑性、サイズ）とプロフェッショナル貢献の観点から評価を行った結果を記入する。各業務について、申請職種・レベルの要件を満たしていると判断される場合は、チェックを記入する。

	スキル熟達度
	申請者から提出されたスキル熟達度チェックシートやその他の申請書類を精査し、申請職種・レベルのスキル熟達度要件を満たしていると判断される場合は、チェックを記入する。
※ 特にレベル４の申請者のスキル熟達度の評価にあたり、情報処理技術者試験（高度試験）の合格実績を考慮した場合は、「参考合格試験」の該当試験区分にチェックを入れる。


【面接審査記録】

本欄には、面接審査を実施した場合のプロセスと結果を記録する。本欄は、面接審査結果の記録票も兼ねているため、面接における審査者用の記録票として用いることも可能である。
	項目
	記入要領

	面接審査実施
	面接審査を実施した日付を記入する。

	面接審査完了
	面接審査を実施し、各審査者による審査結果の記入等が完了した日付を記入する。

	面接審査担当
	面接審査の担当者（審査者）の氏名・所属等を記入する。

	評価項目
	面接では、ITスキル標準に示された達成度指標、スキル熟達度のほか、各企業が任意に定義した評価基準等を確認する。評価項目の欄には、各審査者の評価結果を記録する。
※ 本手引きでは、「A・B・C」の三段階評価を用いているが、評価スケール等は、各企業で自由に設定することが可能である。

※ ITスキル標準のレベル認定のためには、「達成度指標が満たされていること」が必須となる（したがって、スキル熟達度やその他の評価基準をクリアしている場合でも、達成度指標が満たされていない場合は、当該レベルとして認定することはできない）。

	その他の評価の観点
	上記に示したとおり、ITスキル標準のレベル認定は、達成度指標によって行われる必要があるが、評価の観点等、各企業における追加的な評価基準を定めた場合は、「その他の評価の観点」の欄を利用して、評価結果を記録する。
※ 各企業において、追加的な評価の観点を策定する際の参考資料として、本手引きには、プロフェッショナルとしての共通の行動特性と、各職種に求められる行動特性の例を示している（p.29「評価ポイント」を参照）。
※ 本手引きの記入例は、本手引きに示された上記の例を利用して新しく作成したものである。

	審査者別所見
	面接審査に参加した審査者別の所見を記録する。

	総合所見・コメント等
	審査者からの所見に基づき、今回の審査を総合的に評価した際の総合所見を作成し、記入する。


【認定結果】

本欄には、一通りの審査を実施した後、レベル認定に関する結果を記録する。
	項目
	記入要領

	結果通知日
	申請者本人に対して、レベル認定の結果通知を行った日付を記入する。

	担当者
	結果通知を行った認定事務局の担当者を記入する。

	認定結果
	申請したレベルとして認定された場合は「合」、認定されなかった場合は「否」に○を付ける。「判定レベル」の欄には、認定の結果、判定された申請者の現在のレベルを記入する。

	不合格理由
	上記で「否」とされた場合は、その理由を簡潔に記述する。

	申請者への
フィードバックコメント
	「合」の場合も「否」の場合も、申請者が認定結果に対して納得することができ、今後のキャリアアップの参考になるようなコメントを作成し、結果と併せて申請者本人に通知する。


(21) 記入例

申請受付日：2007年4月13日
評価記録票
【申請者情報】
	申請者氏名
	氏名：　情報　太郎
所属：　流通システム開発部　開発1課

	申請者連絡先
	内線番号：　１２３４
メールアドレス：　xyz@aaa.bb.co.jp

	推薦者氏名
	氏名：　情報　次郎
所属・職位：
流通システム開発部　部長

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト
	専門分野
	業務パッケージ

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
( プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
( その他旧試験区分等［ アプリケーションエンジニア ］

	現在レベル
認定年月
	認定年月：　２００１年　４月

備考等：
	同レベル
申請実績
	□ 有　（申請年月：　　　　年　　　月）

( 無


【申請書類確認】

	申請書類
受付日
	　２００７年　　４月　１３日 （金）
	受付者
	所属：　人事部 認定事務局
氏名：　情報　花子

	申請書類確認
	書類名
	提出部数
	確認
	備考

	
	① ITプロフェッショナル認定申請書
	１　部
	(
	

	
	② 主要業務・研修・資格
・プロフェッショナル貢献の記録
	１　部
	(
	

	
	③ 業務経歴書　　 （No. １　～No. ３）
	１　部
	(
	３プロジェクト分（計15頁）

	
	④ 達成度指標チェックシート
（No. １　～No. ３）
	１　部
	(
	３プロジェクト分

	
	⑤ スキル熟達度チェックシート
	１　部
	(
	

	
	⑥ その他関連資料 （任意）
	１　部
	(
	アプリケーション構成図

	特記事項等
	


【書類審査記録】
	書類審査依頼
	　２００７年　　４月　１７日 （火）
	書類審査完了
	　２００７年　　５月　　７日 （月）

	書類審査担当
	審査者：　情報　三郎 （APS・LV６）、情報　四郎 （APS・LV６）、情報　五郎 （APS・LV６）

	業務経歴書No.
	No.1
	No.2
	No.3
	No.4
	No.5
	特記事項等

	達成度
	ビジネス貢献
	責任性
	(
	(
	(
	□
	□
	

	
	
	複雑性
	(
	(
	(
	□
	□
	複雑性の程度は面接にて要確認

	
	
	サイズ
	(
	(
	(
	□
	□
	

	
	プロフェッショナル貢献
	(
	(
	(
	□
	□
	活動内容の詳細は面接にて要確認

	スキル熟達度
	(
	＜参考合格試験＞

□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験
□ ITサービスマネージャ試験
( その他（アプリケーションエンジニア）
	プロジェクトマネジメント試験にも
合格済


【面接審査記録】　　※ A：合格レベル　B：要検討・保留等　C：当該レベルの認定水準に満たない
	面接審査実施
	　２００７年　　５月　１０日 （木）
	面接審査完了
	　２００７年　　５月　１７日 （木）

	面接審査担当
	審査者１：情報　三郎 （APS・LV６） 金融システム開発部

	
	審査者２：情報　四郎 （APS・LV６） 基盤技術部

	
	審査者３：情報　五郎 （APS・LV６） 人事部　プロフェッショナル認定担当

	評価項目
	審査者１
	審査者２
	審査者３
	特記事項等

	達成度指標
	ビジネス貢献
	責任性
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	
	複雑性
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	
	サイズ
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	プロフェッショナル貢献
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	スキル熟達度
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	その他の評価の観点（行動特性等）
	審査者１
	審査者２
	審査者３
	特記事項等

	① 使命感と責任感
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	② プロフェッショナルとしての自覚
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	③ 達成志向
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	④ 顧客志向
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑤ コミュニケーション能力
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑥ バランス感覚
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑦ リスクに対するセンス
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑧ 粘り強さ
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑨ 成長志向
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑩ 後進育成に対する意欲・貢献
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	※面接終了後、審議を実施

	審査者別所見

	審査者１
	豊富な実績に基づく自信とともに誠実さが感じられ、顧客からの信頼感の高さは納得できる。申請職種としての実績も十分であり、レベル５のプロフェッショナルとして相応しいと判断される。

	審査者２
	前例のないアプリケーションの構築を見事に成功させた実績は高く評価される。しかし、実績のない技術導入時の失敗を想定した代替技術に関する検討など、リスク対応の面では向上の余地が有る。

	審査者３
	責任感や意欲は大変強く、今後の成長が大いに期待される。しかし、達成志向が強すぎる傾向が見られ、プロジェクトメンバーへの配慮や後進育成などに対する意識が若干弱い点が懸念される。

	総合所見・コメント等

	レベル５のプロフェッショナルとしての能力・実績は十分であると判断される。今後は、レベル６を目指して、リスクの高い技術導入の失敗を想定したリスクへの事前対応や、後進育成への注力など、プロフェッショナルとして、さらに幅広い面での成長が期待される。


【認定結果】
	結果通知日
	　２００７年　　５月　１８日 （金）
	担当者
	所属：　人事部 認定事務局
氏名：　情報　花子

	認定結果
	不合格理由
	申請者へのフィードバックコメント

	合 ・ 否

判定レベル［　５　］
	
	レベル５としての能力・実績は十分です。面接での指摘どおり、今後は、リスクへの事前対応や後進育成への注力など、プロフェッショナルとして、さらに異なる面での成長を期待しています。


第3部 資料編
<注>　ここに例示した達成度指標チェックシートの「サイズ」はレベル５の記述を用いている。
他のレベルの認定に活用する場合には、該当レベルの記述内容に修正の上、利用されたい。
3.1 ITプロフェッショナル認定申請書
記入日：     年  月  日
ITプロフェッショナル認定申請書

	申請者氏名
	氏名：　
所属：　

	申請者連絡先
	

	推薦者氏名
	氏名：　
所属職位：　

	申請職種
	
	専門分野
	

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験、
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

	現在レベル
認定年月
	認定年月：　　　　年　　　月

備考等：
	同レベル
申請実績
	□ 有　（申請年月：　　　　年　　　月）

□ 無


【申請理由と得意分野】

	１．申請理由　（社内のITプロフェッショナルとして認定に足る要件を満たしていることを記述する。）
２．得意分野




【推薦理由】

	
推薦者：　


3.2 主要業務・研修･資格・プロフェッショナル貢献の記録
記入日：     年  月  日
主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
	申請者氏名
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	
	専門分野
	

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７


＜主要業務実績＞

	期間
	役割
	業務（プロジェクト）内容
	実績Ｎｏ

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜研修受講＞

	受講年月
	期間
	研修コース名
	研修内容・目的
	社内/外区分

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


＜資格取得＞

	情報処理技術者試験

	□ ＩＴパスポート試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （初級システムアドミニストレータ）
□ 基本情報技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）　

□ 応用情報技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （ソフトウェア開発技術者）
□ ITストラテジスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （システムアナリスト／上級シスアド）
□ システムアーキテクト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （アプリケーションエンジニア）
□ プロジェクトマネージャ試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （プロジェクトマネージャ）
□ ネットワークスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：ネットワーク）
□ データベーススペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：データベース）
□ エンベデッドシステムスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：エンベデッド）
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：情報セキュリティ）
□ ITサービスマネージャ試験
（　　　　　年　　　月合格）　□ 旧試験 （テクニカルエンジニア：システム管理）
□ システム監査技術者試験
（　　　　　年　　　月合格）

	取得年月
	資格名称
	有効期限

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


＜著作・論文＞

	発表年月
	著作・論文名
	具体的内容
	社内/外区分

	
	
	
	

	
	
	
	


＜講演・講師＞

	発表年月
	実施機会
	具体的内容
	社内/外区分

	
	
	
	

	
	
	
	


＜特許出願＞

	出願年月
	名称
	具体的内容

	
	
	

	
	
	


＜学会・コミュニティ活動＞

	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	
	
	
	

	
	
	
	


3.3 コンサルタント
3.3.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	コンサルタント　　（専門分野： □ インダストリ　□ ビジネスファンクション）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：      

	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	人月
	ピーク時
（人）
	予定
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	
	金額
	　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	外部設計
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	開発
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	総合テスト
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	運用
	予定
	年　　月　～

	
	
	実績
	年　　月　～

	プロジェクト
での役割
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	従たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	（具体的に）


	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）


	
	（２）プロジェクト要件



	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）


	
	（４）活用技術



	
	（５）納入物



	
	（６）品質要件

· 提言がもたらす価値や効果：
· 顧客満足度：
· 実現可能性：
· その他：


	
	（７）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の複雑性要件
□ 変革のソリューションに先進性がある、あるいはソリューション自体に多くの課題を抱えている

□ 変革の対象となる事業・組織・業務が多く、ユーザ数が多い

□ 変革の対象となる国が複数にわたる

□ 変革のスコープについて顧客との明確な合意がない

□ 変革の度合い、効果が大きい

□ 顧客の変革への抵抗の度合いが大きい

□ 顧客側のコミットメントが不明確または遵守されない

□ 意思決定に関わるステークホルダーが多数の事業・組織にわたる

□ 顧客との役割分担やビジネスパートナーとの連携が多数にわたるなどコンサルティングプロジェクトが
複雑な組織で構成されている

□ 極めて短期間での目標達成が必須となる

□ ビジネス上のリスクが高い契約条件

	プロジェクト
体制
	

	プロジェクト
開始時の
課題と対応
	

	プロジェクト
遂行上の課題
	

	コンサルティング
領域
	専門分野：
□ インダストリ
□ ビジネスファンクション

	
	

	採用した
コンサルティング
メソドロジと
その採用理由
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）


	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）


	
	【テクニカル】　（コンサルタントの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）


	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）


	顧客評価
	

	
	評価者：　

	後進育成への貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の専門性要件

	
	インダストリ
	ビジネスファンクション

	
	□ インダストリに固有のスペシャリティ

□ コンサルティング事業戦略策定

□ コンサルティングビジネスの提案活動

□ コンサルティング方法論策定
	□ すべてのインダストリに共通した業務に関する
スペシャリティ
□ コンサルティング事業戦略策定

□ コンサルティングビジネスの提案活動

□ コンサルティング方法論策定


3.3.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	コンサルタント　　（専門分野： □ インダストリ　□ ビジネスファンクション）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当する項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当する項目に(を記入する。）
□ 変革のソリューションに先進性がある、あるいはソリューション自体に多くの課題を抱えている

□ 変革の対象となる事業・組織・業務が多く、ユーザ数が多い

□ 変革の対象となる国が複数にわたる

□ 変革のスコープについて顧客との明確な合意がない

□ 変革の度合い、効果が大きい

□ 顧客の変革への抵抗の度合いが大きい

□ 顧客側のコミットメントが不明確または遵守されない

□ 意思決定に関わるステークホルダーが多数の事業・組織にわたる

□ 顧客との役割分担やビジネスパートナーとの連携が多数にわたるなどコンサルティングプロジェクトが複雑な組織で構成されている

□ 極めて短期間での目標達成が必須となる

□ ビジネス上のリスクが高い契約条件
	□
	□

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	専門分野：インダストリ
	専門分野：ビジネスファンクション
	
	

	
	□ 年間売上金額３千万円以上または、単独または２名以上のコンサルティングチームを複数運営

□ 年間売上金額１千万円以上または、２名以上のコンサルティングチームを運営し、上記複雑性の条件の７項目以上に該当
	□ 年間売上金額３千万円以上または、単独または２名以上のコンサルティングチームを複数運営

□ 年間売上金額１千万円以上または、単独または２名以上のコンサルティングチームを運営し、上記複雑性の条件の７項目以上に該当
	
	

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
	□
	□

	
	専門分野：インダストリ
	専門分野：ビジネスファンクション
	
	

	
	□ インダストリに固有のスペシャリティ

□ コンサルティング事業戦略策定

□ コンサルティングビジネスの提案活動

□ コンサルティング方法論策定
	□ すべてのインダストリに共通した業務に関するスペシャリティ
□ コンサルティング事業戦略策定

□ コンサルティングビジネスの提案活動

□ コンサルティング方法論策定
	
	

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載

□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ コンサルタント
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.3.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	コンサルタント　　（専門分野： ( インダストリ　□ ビジネスファンクション）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告
（※スキル熟達度の記述より、専門分野「インダストリ」記述を抜粋）
	事務局
	審査者

	ビジネス上の課題の
特定と分析
（AS-IS分析）
	（経営上の課題および業務上の課題を特定・分析し、分析結果を評価／検証し、プロジェクトとしての報告をとりまとめ、顧客経営層や顧客プロジェクトメンバーに対して説得的に提示することができる。）

	□
	□

	「経営におけるIT」の
知見からの課題発見
（知見活用）
	（情報システムの調査・評価、対象業界・業務でのIT活用の動向、関連するソリューションの動向、ITマネジメント体制の調査・評価を行い、専門家の視点からの問題提起を、顧客経営層や顧客プロジェクトメンバーに対して説得的に提示することができる。）

	□
	□

	解決の方向性の
提言（TO-BE提言）
	（課題の解決の方向性を導出・検証し、費用対効果を算定し、実現するための戦略展開計画を策定する。策定した戦略展開計画を、顧客の中長期的な経営戦略と整合させ、顧客経営層や顧客プロジェクトメンバーに対して説得的に提言することができる。）

	□
	□

	コンサルティング
メソドロジの活用
	（最適なコンサルティングメソドロジの選択と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術の適用を行い、コンサルティングプロジェクトを成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge Management）
と活用
	（コンサルティングプロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を適切に行い、コンサルティングプロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（プロジェクト計画策定、計画実施、スコープ管理、品質管理を適切に行い、コンサルティングプロジェクトを成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	リーダーシップ
	（コンサルティングチームを指揮または命令し、コンサルティングプロジェクトを実施することができる。）

	□
	□

	コミュニケーション
	（顧客責任者とプロジェクトに関する意思の疎通を図り、（顧客責任者と）コミュニケーションを行うことができる。）

	□
	□

	ネゴシエーション
	（顧客責任者とプロジェクトに関するネゴシエーションを行うことができる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル：インダストリ

	インダストリの
知見の活用
	（各インダストリ（産業・金融・公共）固有なスペシャリティ（全体構想、顧客マネジメント、サプライチェーンマネジメント、業種特定サービス／業務／制度）を活用し、現状分析報告、戦略展開計画の提言を、顧客経営層や顧客プロジェクトメンバーに対して説得的に提示・提言することができる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル：ビジネスファンクション

	ビジネス
ファンクションの
知見の活用
	（インダストリに共通した業務のスペシャリティ（会計、人事、設備管理、ITガバナンス）を活用し、現状分析報告、戦略展開計画の提言を、顧客経営層や顧客プロジェクトメンバーに対して説得的に提示・提言することができる。）

	□
	□


3.4 ITアーキテクト
3.4.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITアーキテクト
（専門分野： □ アプリケーションアーキテクチャ　　□ インテグレーションアーキテクチャ　　□インフラストラクチャアーキテクチャ）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：      

	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	人月
	ピーク時
（人）
	予定
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	
	金額
	　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	外部設計
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	開発
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	総合テスト
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	運用
	予定
	年　　月　～

	
	
	実績
	年　　月　～

	プロジェクト
での役割
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	従たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	（具体的に）


	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）


	
	（２）プロジェクト要件



	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとにご記入してください。）


	
	（４）活用技術



	
	（５）納入物



	
	（６）品質要件

· 機能性：

· 信頼性：

· 移植性：

· その他：


	
	（７）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の複雑性要件
□ 機能性要求に対して高度な設計が必要
□ 信頼性要求に対して高度な設計が必要

□ 使用性要求に対して高度な設計が必要
□ 効率性要求に対して高度な設計が必要

□ 保守性要求に対して高度な設計が必要
□ 移植性要求に対して高度な設計が必要

□ 上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要

□ コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑

□ トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度

□ 一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用

	プロジェクト
体制
	

	プロジェクト
開始時の
課題と対応
	

	プロジェクト
遂行上の課題
	

	アーキテクチャ
構造
	分野：
□ アプリケーションアーキテクチャ
□ インテグレーションアーキテクチャ

□ インフラストラクチャアーキテクチャ

	
	

	採用したアーキテクチャ構造と
その採用理由
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）


	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）


	
	【テクニカル】　（ITアーキテクトの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）


	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）


	顧客評価
	

	
	評価者：　

	後進育成への
貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の専門性要件

	
	アプリケーションアーキテクチャ
	インテグレーションアーキテクチャ
	インフラストラクチャアーキテクチャ

	
	□ 要求モデリング

□ アーキテクチャ設計

□ ユーザビリティ

□ 機能性

□ データ

□ 標準化と再利用

□ アーキテクチャの評価


	□ 要求モデリング

□ アーキテクチャ設計

□ フレームワーク

□ インタオペラビリティ

□ 標準化と再利用

□ アーキテクチャの評価


	□要求モデリング
□アーキテクチャ設計
□システムマネジメント
□セキュリティ

□ネットワーク
□プラットフォーム
□標準化と再利用
□アーキテクチャの評価


3.4.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITアーキテクト
（専門分野： □ アプリケーションアーキテクチャ　　□ インテグレーションアーキテクチャ　　□インフラストラクチャアーキテクチャ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当項目に(を記入する。）
□ 機能性要求に対して高度な設計が必要
□ 信頼性要求に対して高度な設計が必要

□ 使用性要求に対して高度な設計が必要
□ 効率性要求に対して高度な設計が必要

□ 保守性要求に対して高度な設計が必要
□ 移植性要求に対して高度な設計が必要

□ 上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要

□ コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑

□ トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度

□ 一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用
	□
	□

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当項目に(を記入する。）
□ ピーク時の要員数１０人以上５０人未満のプロジェクト

□ ピーク時の要員数１０人未満のプロジェクトで、上記複雑性の条件の４項目以上に該当
	□
	□

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
	□
	□

	
	アプリケーションアーキテクチャ
	インテグレーションアーキテクチャ
	インフラストラクチャアーキテクチャ
	
	

	
	□ 要求モデリング

□ アーキテクチャ設計

□ ユーザビリティ

□ 機能性

□ データ

□ 標準化と再利用

□ アーキテクチャの評価


	□ 要求モデリング

□ アーキテクチャ設計

□ フレームワーク

□ インタオペラビリティ

□ 標準化と再利用

□ アーキテクチャの評価


	□要求モデリング

□アーキテクチャ設計

□システムマネジメント

□セキュリティ

□ネットワーク

□プラットフォーム

□標準化と再利用

□アーキテクチャの評価
	
	

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載

□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ ITアーキテクト
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.4.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITアーキテクト

（専門分野： ( アプリケーションアーキテクチャ　　□ インテグレーションアーキテクチャ　　□インフラストラクチャアーキテクチャ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「アプリケーションアーキテクチャ」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	アーキテクチャ設計
	（ユーザの要求をアーキテクチャ要件に分解、再構成し、ITアーキテクチャの設計、およびその実現性可能性の評価を実施することができる。）

	□
	□

	設計技法
	（最適なメソドロジ、モデリング技法を選択、適用し、ITアーキテクチャ設計を実施することができる。）

	□
	□

	標準化と再利用
	（標準化および再利用を推進し、効率的、高品質なITアーキテクチャ設計を実施することができる。）

	□
	□

	コンサルティング
技法の活用
	（最適なコンサルティング技法の選択と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成を行い、ITアーキテクチャ設計を実施することができる。）

	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge Management）
活用
	（プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を適切に行い、効率的、高品質なITアーキテクチャ設計を実施することができる。）

	□
	□

	テクノロジ
	（技術動向の把握、技術的問題解決等を行い、ITアーキテクチャ設計に関する技術的な提言を行うことができる。）

	□
	□

	インダストリ（ビジネス）
	（業界動向の把握、業界標準の理解と適用等を行い、ITアーキテクチャ設計に関する技術的な提言を行うことができる。）

	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（ITアーキテクチャ設計に関するプロジェクト計画策定、計画実施、変更管理を行い、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）

	□
	□

	リーダーシップ
	（ITアーキテクチャ設計チームを指揮または命令し、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）

	□
	□

	コミュニケーション
	（顧客責任者とITアーキテクチャ設計に関する技術的な意思疎通を図り、コミュニケーションを行うことができる。）

	□
	□

	ネゴシエーション
	（顧客責任者とITアーキテクチャ設計に関する技術的なネゴシエーションを行うことができる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル

	□アプリケーション
アーキテクチャ設計
	（要件定義、アーキテクチャ設計、アーキテクチャ評価を行い、アプリケーション領域を中心としたITアーキテクチャ設計を成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	□インテグレーション
アーキテクチャ設計
	（要件定義、アーキテクチャ設計、アーキテクチャ評価を行い、インテグレーション領域を中心としたITアーキテクチャ設計を成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	□インフラストラクチャ
アーキテクチャ設計
	（アーキテクチャ設計チームをリードし、要件定義、アーキテクチャ設計、アーキテクチャ評価を行い、インフラストラクチャ領域を中心としたITアーキテクチャ設計を成功裡に実施することができる。）

	□
	□


3.5 プロジェクトマネジメント
3.5.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	プロジェクトマネジメント
（専門分野：□システム開発　□ITアウトソーシング　□ネットワークサービス　□ソフトウェア製品開発）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：      

	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	人月
	ピーク時
（人）
	予定
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	
	金額
	　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	外部設計
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	開発
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	総合テスト
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	運用
	予定
	年　　月　～

	
	
	実績
	年　　月　～

	プロジェクト
での役割
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	従たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	（具体的に）


	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）


	
	（２）プロジェクト要件



	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）


	
	（４）活用技術



	
	（５）納入物



	
	（６）品質要件

· 要求品質：

· コスト：

· 納期：

· その他：


	
	（７）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の複雑性要件（ソフトウェア製品開発以外）
□ 国際的なプロジェクト（文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□ 世界的にも先進的なプロジェクト

□ 複雑な移行要件

□ 複雑な契約条件（要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）
□ 複雑なシステム構築要件（パフォーマンス、セキュリティ、稼動運用要件等）
□ 複雑なシステムデザイン（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数
及び条件）
□ 複雑なアプリケーション要件

□ 複雑なプロジェクト体制（顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門）

	プロジェクト
体制
	

	プロジェクト
開始時の
課題と対応
	

	プロジェクト
遂行上の課題
	

	システム／
アプリケーション
構成
	分野： □ システム開発
□ ITアウトソーシング


□ ネットワークサービス
□ ソフトウェア製品開発 

	
	

	採用した
プロジェクト
マネジメント
手法と
その採用理由
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）


	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）


	
	【テクニカル】　（プロジェクトマネジメントの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）


	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）


	顧客評価
	

	
	評価者：　

	後進育成への貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。） ※以下は、レベル５の専門性要件
□プロジェクト統合マネジメント
□プロジェクト・スコープ･マネジメント

□プロジェクト・タイム･マネジメント
□プロジェクト・コスト･マネジメント

□プロジェクト品質マネジメント
□プロジェクト人的資源マネジメント

□プロジェクト・コミュニケーション･マネジメント
□プロジェクト・リスク･マネジメント

□プロジェクト調達マネジメント


3.5.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	プロジェクトマネジメント
（専門分野：□システム開発　□ITアウトソーシング　□ネットワークサービス　□ ソフトウェア製品開発）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当項目に(を記入する。）
※ 以下は、レベル５の複雑性要件（ソフトウェア製品開発以外）
□ 国際的なプロジェクト （文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）

□ 世界的にも先進的なプロジェクト

□ 複雑な移行要件

□ 複雑な契約条件 （要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）

□ 複雑なシステム構築要件 （パフォーマンス、セキュリティ、稼動運用要件等）

□ 複雑なシステムデザイン 
（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数及び条件）

□ 複雑なアプリケーション要件

□ 複雑なプロジェクト体制 （顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門）
	□
	□

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当項目に(を記入する。）※以下には、ITアウトソーシング以外を記載
	□
	□

	
	システム開発
	ネットワークサービス
	ソフトウェア製品開発
	
	

	
	□ 管理する要員数がピーク時１０人以上５０人未満または年間契約金額１億円以上５億円未満

□ 管理する要員数がピーク時１０人未満または年間契約金額１億円未満で、上記複雑性の条件の４項目以上に該当
	□ 管理する要員がピーク時１０人以上５０人未満または導入作業拠点が１００拠点以上３００拠点未満

□ 管理する要員がピーク時１０人未満または導入作業拠点１００拠点未満で、上記複雑性の条件の４項目以上に該当
	□ 管理する要員数がピーク時１０人以上５０人未満

□ 管理する要員数がピーク時１０未満で、上記複雑性の条件の４項目以上に該当
	
	

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
□ プロジェクト統合マネジメント
□ プロジェクト・スコープ・マネジメント

□ プロジェクト・タイム・マネジメント
□ プロジェクト・コスト・マネジメント

□ プロジェクト品質マネジメント
□ プロジェクト人的資源マネジメント

□ プロジェクト・コミュニケーション・マネジメント
□ プロジェクト・リスク・マネジメント

□ プロジェクト調達マネジメント
	□
	□

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載

□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ プロジェクトマネジメント
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.5.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	プロジェクトマネジメント
（専門分野：(システム開発　□ITアウトソーシング　□ネットワークサービス　□ソフトウェア製品開発）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「システム開発」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	プロジェクト統合
マネジメント
	（プロジェクト憲章をもとに、プロジェクト・スコープ記述書暫定版作成、プロジェクト計画書作成、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト作業の監視コントロール、統合変更管理、プロジェクト終結を行い、プロジェクトを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
・スコープ・マネジメント
	（スコープ計画、スコープ定義、WBＳ作成、スコープ検証、スコープ・コントロールを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト・タイム
・マネジメント
	（アクティビティ定義、アクティビティ順序設定、アクティビティ資源見積り、アクティビティ所要期間見積り、スケジュール作成、スケジュール・コントロールを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
・コスト・マネジメント
	（コスト見積り、コストの予算化、コスト・コントロールを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
品質マネジメント
	（品質計画、品質保証、品質管理を実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
人的資源マネジメント
	（プロジェクトの人的資源計画、プロジェクト・チーム編成、プロジェクト・チーム育成、プロジェクト・チームのマネジメントを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
・コミュニケーション
・マネジメント
	（コミュニケーション計画、情報配布、実績報告、ステークホルダー・マネジメントを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト・
リスク・マネジメント
	（リスク・マネジメント計画、リスク識別、定性的リスク分析、定量的リスク分析、リスク対応計画、リスクの監視コントロールを実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
調達マネジメント
	（購入・取得計画、契約計画、納入者回答依頼、納入者選定、契約管理、契約終結等調達に関する業務の管理を実施することができる。）

	□
	□

	業務分析
	（業務要件、技術要件分析等を行うことができる。）

	□
	□

	コンサルティング
技法の活用
	（プロジェクト特性に応じたコンサルティング技法の選択と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術の適用を行い、プロジェクトを実施することができる。）

	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge Management）
の活用
	（プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を行い、プロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）

	□
	□

	リーダーシップ
	（指揮、命令しプロジェクトを実施することができる。）

	□
	□

	コミュニケーション
	（顧客責任者と適切な2Wayコミュニケーション、情報伝達、情報の整理、分析、検索を行うことができる。）

	□
	□

	ネゴシエーション
	（顧客責任者とプロジェクトに関するネゴシエーションを行うことができる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル

	□ ITソリューション設計・開発管理
	（ITソリューション設計、開発管理をリードすることができる。）

	□
	□

	□ 情報システム管理
	（ITサービスマネジメント（ITMS)に基づいた管理を実施し、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。） ※レベル６

	□
	□

	□ 通信環境設計
・運用管理
	（通信環境の設計、運用管理を実施し、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）

	□
	□

	□ 新規ソフトウェア開発・既存ソフトウェア改良
	（新規ソフトウェア開発、既存ソフトウェア改良プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）

	□
	□


3.6 ITスペシャリスト
3.6.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITスペシャリスト
（専門分野：□ プラットフォーム　　□ ネットワーク　　□ データベース　　□ アプリケーション共通基盤
□ システム管理　　　 □ セキュリティ）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６


実績No：      

	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	人月
	ピーク時
（人）
	予定
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	
	金額
	　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	外部設計
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	開発
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	総合テスト
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	運用
	予定
	年　　月　～

	
	
	実績
	年　　月　～

	プロジェクトでの役割
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	従たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	（具体的に）


	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）


	
	（２）プロジェクト要件



	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）


	
	（４）活用技術



	
	（５）納入物



	
	（６）品質要件

· 性能：

· 回復性：

· 可用性：

· その他：


	
	（７）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。） 

	
	※以下は、レベル５の専門分野「プラットフォーム」の複雑性要件

	
	□ システム化対象範囲、機能が広範囲でかつ複雑

□ 先進的で、使用実績の少ないプラットフォームを使用

□ クロスプラットフォーム間のデータベース連携を持つ

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ データ量が膨大で対応に高度な技術が必要

□ プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難

	プロジェクト
体制
	

	プロジェクト
開始時の課題
との対応
	

	プロジェクト
遂行上の課題
	

	システム構成
	分野：
□ プラットフォーム
□ システム管理
□ データベース

□ ネットワーク
□ 分散コンピューティング
□ セキュリティ

	
	

	採用したシステム構成と
その採用理由
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）


	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）


	
	【テクニカル】　（ITスペシャリストの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）


	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）


	顧客評価
	

	
	評価者：　

	後進育成への
貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。） 

	
	※以下は、レベル５の専門分野「プラットフォーム」の専門性要件

	
	□プラットフォームシステム設計
□サブシステム設計、導入
□パフォーマンス管理

□キャパシティ管理
□導入、移行計画の策定、実施
□問題管理

□変更管理
□回復管理
□資源管理


3.6.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITスペシャリスト
（専門分野：( プラットフォーム　　 □ネットワーク　　　□データベース　　　□アプリケーション共通基盤
□ システム管理　　　 □ セキュリティ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当する項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当する項目に(を記入する。）
※以下は、レベル５の専門分野「プラットフォーム」の複雑性要件
□ システム化対象範囲、機能が広範囲でかつ複雑

□ 先進的で、使用実績の少ないプラットフォームを使用

□ クロスプラットフォーム間のデータベース連携を持つ

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ データ量が膨大で対応に高度な技術が必要

□ プロジェクト体制（サブコントラクト、複雑な協業関係、複数の関係部門）が複雑であり調整が非常に困難
	□
	□

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当項目に(を記入する。）
□ ピーク時の要員数１０人以上５０人未満

□ ピーク時の要員数１０人未満で、上記複雑性の条件の４つ以上に該当する高難易度プロジェクト
	□
	□

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
※以下は、レベル５の専門分野「プラットフォーム」の専門性要件

□プラットフォームシステム設計
□サブシステム設計、導入

□パフォーマンス管理
□キャパシティ管理

□導入、移行計画の策定、実施
□問題管理

□変更管理
□回復管理

□資源管理
	□
	□

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載

□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ ITスペシャリスト
□ その他の職種 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.6.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITスペシャリスト
（専門分野：(プラットフォーム □ネットワーク □データベース □アプリケーション共通基盤
□システム管理 　□ セキュリティ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「プラットフォーム」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	テクノロジ
	（最新技術動向を踏まえた適用技術の選定をリードすることができ、複雑性の高い技術的問題解決を実践するとともに、技術チームにテクニカルガイダンスを実施することができる。）

	□
	□

	ソフトウェア
エンジニアリング
	（最適開発手法、開発支援ツール、テスト技法などのソフトウェアエンジニアリング技術についてテクニカルチームにテクニカルガイダンスを実施し、業務を遂行することができる。）

	□
	□

	業務分析
	（業務要件、技術要件分析を行うことができる。）

	□
	□

	コンサルティング
技法の活用
	（コンサルティング技法を活用し、プロジェクトを成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge
Management） 活用
	（プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を適切に行い、プロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（プロジェクトマネジメント 職種と協業し、プロジェクト計画策定、計画実施、変更管理を行い、 プロジェクトを遂行することができる。）

	□
	□

	リーダーシップ
	（指揮、命令し全工程を実施することができる。）

	□
	□

	コミュニケーション
	（顧客責任者と情報技術に関する会話ができる。又、技術チームのメンバとの適切な２Ｗａｙコミュニケーションや情報伝達、また情報の整理、分析、検索を行うことができる。）

	□
	□

	ネゴシエーション
	（顧客責任者とゴールを設定し、論理的根拠に基づき、技術的課題に関する合意を形成できる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル：プラットフォーム

	□ プラットフォーム
システム構築
	（プラットフォームシステムの構築をリードすることができる。又、複雑性の高いシステム構築において、技術チームにテクニカルガイダンスを実施することができる。）

	□
	□

	□ プラットフォーム
製品利用技術
	（最新技術動向を踏まえたプラットフォーム製品利用技術をもとに、複雑性の高い技術的問題解決を実践するとともに、技術チームにテクニカルガイダンスを実施することができる。）

	□
	□

	□ プラットフォーム
要素関連技術
	（最新技術動向を踏まえたプラットフォーム要素関連技術をもとに、複雑性の高い技術的問題解決を実践するとともに、技術チームにテクニカルガイダンスを実施することができる。）

	□
	□


3.7 アプリケーションスペシャリスト

3.7.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書

	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　□ 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６


実績No：      

	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	予定
	人月
	ピーク時
（人）
	予定
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	
	金額
	　百万円

	プロジェクト
期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
参画期間
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	プロジェクト
詳細
スケジュール
	計画
	予定
	年　　月～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月～　　年　　月

	
	要件定義
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	外部設計
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	開発
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	総合テスト
	予定
	年　　月　～　　年　　月

	
	
	実績
	年　　月　～　　年　　月

	
	運用
	予定
	年　　月　～

	
	
	実績
	年　　月　～

	プロジェクト
での役割
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	従たる役割
	□ コンサルタント
□ ITスペシャリスト
	□ ITアーキテクト
□ アプリケーションスペシャリスト
	□ プロジェクトマネジメント


	
	（具体的に）


	プロジェクト
概要
	（１）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）


	
	（２）プロジェクト要件



	
	（３）契約形態　（工程などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）


	
	（４）活用技術



	
	（５）納入物



	
	（６）品質要件

· 機能性：

· 回復性：

· 利便性：

· その他：


	
	（７）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。）　※以下は、レベル５の複雑性要件

	
	専門分野：業務システム

	
	□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、幾つかの特殊な業務要件が含まれる

□ 新技術で大手企業で実績のないもの、あるいは事例が見当たらない使用実績の少ないテクノロジを使用

□ 複数のシステム形態が共存（トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等）
□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい

	
	専門分野：業務パッケージ

	
	□ 業務パッケージ適用導入に係わり調整を必要とするステークホルダーが多岐にわたる（５業務領域以上）

□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、業務パッケージに含まれない幾つかの特殊な業務要件が含まれる

□ 新製品もしくは事例が見当たらない使用実績の少ないパッケージ

□ 複数の既存システムとインターフェースが多い（５以上のインターフェース） 

□ 複数のシステム形態が共存(トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等)

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい

	プロジェクト
体制
	

	プロジェクト
開始時の
課題と対応
	（プロジェクト開始時のアプリケーションスペシャリストとして責任を持つべき成果物の品質要件を確保するための課題と取った対応を記述してください。）


	プロジェクト
遂行上の課題
	（プロジェクト遂行上、予見した課題を記述してください。）


	アプリケーション
構成
	分野：　□ 業務システム
□ 業務パッケージ

	
	

	採用したアプリケーション開発手法とその採用理由
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（プロジェクト上のリスクの特定､対応策について記入してください。）


	プロジェクト
結果の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）


	
	【テクニカル】　（アプリケーションスペシャリストの視点でプロジェクトを技術的に評価してください。）


	
	【パーソナル】　（人事管理面でプロジェクトを評価してください。）


	顧客評価
	

	
	評価者：　

	後進育成への
貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。）　※以下は、レベル５の専門性要件

	
	業務システム
	業務パッケージ

	
	□ アプリケーション開発領域における技術要素（ツール、標準、メソドロジ等）

□ アプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクのアセスメント
	□ 業務パッケージを活用した適用導入および関連するアプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクの管理


3.7.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　□ 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当する項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、幾つかの特殊な業務要件が含まれる

□ 新技術で大手企業で実績のないもの、あるいは事例が見当たらない使用実績の少ないテクノロジを使用

□ 複数のシステム形態が共存(トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等)

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい
	□ 業務パッケージ適用導入に係わり調整を必要とするステークホルダーが多岐にわたる（５業務領域以上）

□ 複雑な業務要件が多岐に亘り存在し、業務パッケージに含まれない幾つかの特殊な業務要件が含まれる

□ 新製品もしくは事例が見当たらない使用実績の少ないパッケージ

□ 複数の既存システムとインターフェースが多い（５以上のインターフェース） 

□ 複数のシステム形態が共存(トランザクション処理、クライアントサーバ、Web等)

□ ミッションクリティカルなシステムであり高品質を要求

□ 各業種代表的、業種横断的又は国内有数規模のシステム

□ クロスプラットフォームでのアプリケーション

□ ２４時間３６５日の連続稼動が要求され、変更、保守、障害回復に高度な設計が必要

□ 限られた期間内で要求される業務形態の変更度合いが大きい
	
	

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	□ 開発チームのピーク時要員数５０人以上
□ 上記複雑性の４項目以上に該当し、開発チームのピーク時要員数１０人以上５０人未満

	□ 適用導入および開発チームのピーク時要員数１０人以上３５人未満

□ 上記複雑性の４項目以上に該当し、適用導入および開発チームのピーク時要員数３人以上
	
	

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
	□
	□

	
	業務システム
	業務パッケージ
	
	

	
	□ アプリケーション開発領域における技術要素（ツール、標準、メソドロジ等）

□ アプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクのアセスメント
	□ 業務パッケージを活用した適用導入および関連するアプリケーション部分のコスト、スケジュール、リスクの管理
	
	

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動
□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載
□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ アプリケーションスペシャリスト
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.7.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	アプリケーションスペシャリスト　　（専門分野：　( 業務システム　　□ 業務パッケージ）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「業務システム」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	業務分析
	（開発チーム責任者として、業務要件、技術要件分析を行うことができる。）

	□
	□

	テクノロジ
	（開発チーム責任者として、複雑性の高い技術的問題解決を実践し全開発局面を遂行することができる。）

	□
	□

	デザイン
	（開発チーム責任者として、テクニカルチームにテクニカルガイダンスを実施し、複雑高度な開発環境要件、データベース要件を満たすアプリケーションデザインを実施することができる。）

	□
	□

	ソフトウェア
エンジニアリング
	（開発チーム責任者として、最適開発手法、開発支援ツール、テスト技法等のソフトウェアエンジニアリング技術に関してテクニカルチームにテクニカルガイダンスを実施し、システム開発を遂行することができる。）

	□
	□

	コンサルティング
技法の活用
	（開発チーム責任者として、最適なコンサルティング技法を選択適用し、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成を行い、プロジェクトを成功裡に実施することができる。）

	□
	□

	知的資産管理
（Knowledge
Management） 活用
	（開発チーム責任者として、プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を適切に行い、プロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）

	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（開発チーム責任者として、プロジェクトマネジメント職種と協業し、プロジェクト計画策定と実施、変更管理等のプロジェクトマネジメントを遂行することができる。）

	□
	□

	リーダーシップ
	（開発チーム責任者として、指揮、命令し全開発局面を遂行することができる。）

	□
	□

	コミュニケーション
	（開発チーム責任者として、ユーザの業務責任者と、業務システムに関する会話ができる。また、テクニカルチームのメンバとの適切な2Wayコミュニケーション、情報伝達、情報の処理を行うことができる。）

	□
	□

	ネゴシエーション
	（開発チーム責任者として、ユーザの業務責任者と、ゴールを設定し、論理的根拠に基づき技術的課題に関する合意を形成できる。）

	□
	□

	専門分野固有スキル

	□ 業務システム
構築
	（開発チーム責任者として、システム化計画立案から導入、移行に至る全開発局面を、成功裡に遂行することができる。）

	□
	□

	□ 業務パッケージ
適用
	（適用チーム責任者として、システム化戦略に沿ったシステム化計画立案から導入、移行に至る全局面について、業務パッケージ固有技術を活用してその機能と性能を活かし、適用を成功裡に遂行することができる。）

	□
	□


3.8 ITサービスマネジメント
3.8.1 業務経歴書
記入日：     年  月  日
業務経歴書
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITサービスマネジメント

（専門分野：　□ 運用管理　　□ システム管理　　□ オペレーション　　□ サービスデスク）

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６


実績No：      
	顧客名
	

	顧客業種
	

	業務名
	

	サービス規模
	サービス提供人数
	

	
	金額
	

	
	ユーザ規模
	

	
	サービス対象の
アプリケーション名
	

	
	サービス対象の
システム数及びサーバ数
	

	
	プラットフォーム・

アーキテクチャ
	

	
	ネットワーク構成
	

	サービス内容
	（１）サービス概要



	
	（２）ビジネス要件　（顧客・社内のビジネス上の要件・制約について記入してください。）



	
	（３）サービスレベル要件 （SLAの内容でサービスレベル目標に該当する項目）



	
	（４）契約形態　（サービス項目などによって異なる場合は、その契約単位ごとに記入してください。）


	
	（５）活用技術



	
	（６）納入物



	
	（７）品質要件



	
	（８）複雑性要件 （当てはまる複雑性要件に(を入れてください。）　※以下は、一部の専門分野のレベル５の複雑性要件

	
	運用管理
	システム管理

	
	□ 高度な運用要件(パフォーマンス要件、セキュリティ要件、技術的要件、稼働運用要件)

□ 高度な基盤要件（マルチプラットフォーム、マルチベンダ、全体最適）

□ 高度なシステムリスク（機密性、万全性、可用性に関し、社会に影響を与える情報システム）

□ 体制（複雑な協業関係、複数の関係部門）

□ 複雑な契約条件または完了条件
	□ 高度なシステム運用要件（パフォーマンス要件、セキュリティ要件、技術的要件、稼働運用要件)

□ 複雑な運用システム（マルチプラットフォーム、マルチベンダ、高可用性）

□ 高度なアプリケーション要件(パフォーマンス、障害対策、セキュリティ、運用および保守）

□ 体制（複雑な協業関係、複数の関係部門）

□ 複雑な契約条件または完了条件

	サービス
参画期間
	　　　　年　　月　～　　年　　月


	サービス体制と役割
	【サービス体制】



	
	立場
	□ 責任者　　□ チームリーダ　　□ チームメンバ（独力）　　□ チームメンバ（要指導）

	
	主たる役割
	□ 運用管理
□ サービスデスク
□ システム管理
□ オペレーション

	
	従たる役割
	□ 運用管理
□ サービスデスク
□ システム管理
□ オペレーション

	
	（具体的に）



	サービス提供における責任範囲の課題と対応
	

	コミュニケーション
マネジメント
	（会議体、機能、主催者と申請者の役割について記入してください。）


	リスクマネジメント
	（サービス提供上のリスクの特定､対応策について記入してください。）



	サービス状況の評価
	【ビジネス】　（収益管理、品質管理、タイムマネジメント等について評価してください。）



	
	【テクニカル】　（サービスを技術的に評価してください。）



	
	【パーソナル】　（人事管理面でサービスを評価してください。）



	
	【プロセス】　（継続的改善を含むサービス提供プロセスの視点で評価してください。）



	後進育成への
貢献
	

	専門性
	（本プロジェクトで発揮された専門性に(を入れてください。）※以下は、一部の専門分野のレベル５の複雑性要件

	
	運用管理
	システム管理

	
	□ サービスレベル管理

□ リスクに関する予防措置

□ サービスの安定提供

□ 関連各機関とのネゴシエーション

□ 運用ガイドラインの策定
	□ ITサービスマネジメント業務管理

□ アプリケーション管理

□ システムプラットフォーム管理

□ データベース管理

□ ネットワーク管理

□ セキュリティ

	顧客評価
	

	
	評価者：　


3.8.2 達成度指標チェックシート
記入日：     年  月  日
達成度指標チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITサービスマネジメント

（専門分野：　□ 運用管理　　□ システム管理　　□ オペレーション　　□ サービスデスク）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６


実績No：     　（実績No．2以降はこの用紙をコピーして使ってください。）
	
	達成度に関する自己申告
	事務局
	審査者

	ビジネス貢献
	責任性　（顧客に対する立場の責任を表す。該当する項目に(を記入する。）
□ 責任者
□ リーダ
□ メンバ
	□
	□

	
	複雑性　（プロジェクトの難易度を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	運用管理
	システム管理
	
	

	
	□ 高度な運用要件(パフォーマンス要件、セキュリティ要件、技術的要件、稼働運用要件)

□ 高度な基盤要件（マルチプラットフォーム、マルチベンダ、全体最適）

□ 高度なシステムリスク（機密性、万全性、可用性に関し、社会に影響を与える情報システム）

□ 体制（複雑な協業関係、複数の関係部門）

□ 複雑な契約条件または完了条件
	□ 高度なシステム運用要件（パフォーマンス要件、セキュリティ要件、技術的要件、稼働運用要件)

□ 複雑な運用システム（マルチプラットフォーム、マルチベンダ、高可用性）

□ 高度なアプリケーション要件(パフォーマンス、障害対策、セキュリティ、運用および保守）

□ 体制（複雑な協業関係、複数の関係部門）

□ 複雑な契約条件または完了条件
	
	

	
	サイズ　（プロジェクトの規模を表す。該当する項目に(を記入する。）
	□
	□

	
	運用管理
	システム管理
	
	

	
	□ 管理する要員数が７５人以上または年間契約金額７．５億円以上

□ 管理する要員数が３５人以上７５人未満または年間契約金額３．５億円以上７．５億円未満で、上記複雑性の条件の４項目以上に該当


	□ 管理する要員数が７５人以上１５０人未満または年間契約金額７．５億円以上１５億円未満

□ 管理する要員数が３５人以上７５人未満または年間契約金額３．５億円以上７．５億円未満で、上記複雑性の条件の４項目以上に該当
	
	

	プロフェッショナル貢献
	専門性　（専門性を発揮し、社内に貢献している主要テーマに(を記入する。）
	□
	□

	
	運用管理
	システム管理
	
	

	
	□ サービスレベル管理

□ リスクに関する予防措置

□ サービスの安定提供

□ 関連各機関とのネゴシエーション

□ 運用ガイドラインの策定


	□ ITサービスマネジメント業務管理

□ アプリケーション管理

□ システムプラットフォーム管理

□ データベース管理

□ ネットワーク管理

□ セキュリティ
	
	

	
	技術の継承　（技術の継承のために実施・貢献した項目に(を記入する。）
□ 学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動

□ 著書
□ 社外論文掲載
□ 社内論文掲載

□ 社外講師
□ 社内講師
□ 特許出願
	□
	□

	
	後進の育成　（メンタリング／コーチング等で育成した職種に(を記入する。）
□ ITサービスマネジメント
□ その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□


3.8.3 スキル熟達度チェックシート
記入日：     年  月  日
スキル熟達度チェックシート
	申請者
	氏名：　
所属：　

	申請職種
	ITサービスマネジメント

（専門分野：　( 運用管理　　□ システム管理　　□ オペレーション　　□ サービスデスク）

	申請レベル
	□ レベル４
( レベル５
□ レベル６

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


	スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

（※スキル熟達度の記述より、専門分野「運用管理」部分を抜粋）
	事務局
	審査者

	関連知識
	（運用管理の責任者として、関連法規に関する知識、企業倫理、契約管理に関して、他を指導できる高度な専門性をもとに、判断を下すことができる。）


	□
	□

	顧客対応
	（運用管理の責任者として、顧客リレーション、ユーザ部門との関係管理、システム化戦略策定等に関して、他を指導できる高度な専門性をもとに、顧客対応することができる。）


	□
	□

	要員管理
	（運用管理の責任者として、要員計画、スキル管理、仕組み作りと人材配置等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、要員管理を遂行することができる。）


	□
	□

	情報資産管理
	（運用管理の責任者として、サービスと機器の購入、費用配賦、資産管理に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、情報資産管理を遂行することができる。）


	□
	□

	テクノロジ
	（運用管理の責任者として、インターネット技術、コンピュータシステム等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、技術的な問題解決を遂行することができる。）


	□
	□

	ビジネス
マネジメント
	（運用管理の責任者として、システム管理手法、ビジネス継続性管理スキル、組織統合力等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、ビジネスマネジメントを遂行することができる。）


	□
	□

	プロジェクト
マネジメント
	（運用管理の責任者として、プロジェクトマネジメント 職種と協業し、プロジェクト計画策定、計画実施、変更管理を行い、プロジェクトを遂行することができる。）


	□
	□

	リーダーシップ
	（運用管理の責任者として、チームを指揮命令して目的を遂行することができる。）


	□
	□

	コミュニケーション
	（運用管理の責任者として、２Ｗａｙコミュニケーション、情報伝達、情報の整理と分析と検索に関して、他を指導できる高度な専門性をもとに、他の企業との間で意思の疎通を図ることができる。）


	□
	□

	ネゴシエーション
	（運用管理の責任者として、他を指導できる高度な専門性をもとに、他の企業との間で交渉をすることができる。）


	□
	□

	専門分野固有スキル：運用管理

	□ITサービス管理
	（運用管理の責任者として、ITサービスマネジメント導入計画立案、セキュリティ管理に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、ITサービス管理を遂行することができる。）


	□
	□

	□サービスデリバリ
	（運用管理の責任者として、サービスレベル管理、可用性管理、キャパシティ管理等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、サービスデリバリを遂行することができる。）


	□
	□

	□サービスサポート
	（運用管理の責任者として、インシデント管理、問題管理、変更管理等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、サービスサポートを遂行することができる。）


	□
	□

	□ファシリティ
マネジメント
	（運用管理の責任者として、データセンタ施設の防犯と防災の安全管理関連知識等に関し、他を指導できる高度な専門性をもとに、ファシリティマネジメントを遂行することができる。）


	□
	□


3.9 評価者向け「評価記録票」
申請受付日：　　　　年　　　月　　　日
評価記録票

【申請者情報】
	申請者氏名
	氏名：　
所属：　

	申請者連絡先
	内線番号：　
メールアドレス：　

	推薦者氏名
	氏名：　
所属・職位：　

	申請職種
	
	専門分野
	

	申請レベル
	□ レベル４
□ レベル５
□ レベル６
□ レベル７

	合格試験
	□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験

□ ITサービスマネージャ試験
□ その他旧試験区分等［　　　　　　　　　　　　　　　　］

	現在レベル
認定年月
	認定年月：　　　　　年　　　月

備考等：
	同レベル
申請実績
	□ 有　（申請年月：　　　　年　　　月）

□ 無


【申請書類確認】

	申請書類
受付日
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）
	受付者
	所属：　

氏名：　

	申請書類確認
	書類名
	提出部数
	確認
	備考

	
	① ITプロフェッショナル認定申請書
	　部
	
	

	
	② 主要業務・研修・資格
・プロフェッショナル貢献の記録
	　部
	
	

	
	③ 業務経歴書　　 （No.　　～No.　　）
	　部
	
	

	
	④ 達成度指標チェックシート
（No.　　～No.　　）
	　部
	
	

	
	⑤ スキル熟達度チェックシート
	　部
	
	

	
	⑥ その他関連資料 （任意）
	　部
	
	

	特記事項等
	


【書類審査記録】
	書類審査依頼
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）
	書類審査完了
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）

	書類審査担当
	審査者：　

	業務経歴書No.
	No.1
	No.2
	No.3
	No.4
	No.5
	特記事項等

	達成度
	ビジネス貢献
	責任性
	□
	□
	□
	□
	□
	

	
	
	複雑性
	□
	□
	□
	□
	□
	

	
	
	サイズ
	□
	□
	□
	□
	□
	

	
	プロフェッショナル貢献
	□
	□
	□
	□
	□
	

	スキル熟達度
	□
	＜参考合格試験＞

□ ITストラテジスト試験
□ ネットワークスペシャリスト試験
□ プロジェクトマネージャ試験
□ データベーススペシャリスト試験
□ システムアーキテクト試験
□ 情報セキュリティスペシャリスト試験
□ ITサービスマネージャ試験
□ その他（　　　　　　　　　　　　　）
	


【面接審査記録】　　※ A：合格レベル　B：要検討・保留等　C：当該レベルの認定水準に満たない
	面接審査実施
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）
	面接審査完了
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）

	面接審査担当
	審査者１： 

	
	審査者２：

	
	審査者３：

	評価項目
	審査者１
	審査者２
	審査者３
	特記事項等

	達成度指標
	ビジネス貢献
	責任性
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	
	複雑性
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	
	サイズ
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	
	プロフェッショナル貢献
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	スキル熟達度
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	その他の評価の観点（行動特性等）
	審査者１
	審査者２
	審査者３
	特記事項等

	① 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	② 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	③ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	④ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑤ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑥ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑦ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑧ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑨ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	⑩ 
	A・B・C
	A・B・C
	A・B・C
	

	審査者別所見

	審査者１
	

	審査者２
	

	審査者３
	

	総合所見・コメント等

	


【認定結果】
	結果通知日
	　　　　　年　　　月　　　日 （　　）
	担当者
	所属：　

氏名：　

	認定結果
	不合格理由
	申請者へのフィードバックコメント

	合 ・ 否

判定レベル［　　　］
	
	
























（※以下はレベル５の専門分野「インダストリ」の例）














（※以下はレベル５の専門分野「アプリケーションアーキテクチャ」の例）








（※以下はレベル５の例）














（※以下はレベル５の例）











評価者用








● 本書に記載されている社名および製品名は、それぞれの会社の商標です。なお、本文中では、�ＴＭ、Ⓡマーク等は省略しています。


● 本書に記載されているＷｅｂページに関する情報（ＵＲＬ等）については、予告なく変更、追加、�削除（閉鎖）等される場合があります。あらかじめご了承願います。


















































（※以下はレベル５の例）





（※以下はレベル５の専門分野「運用管理」の例）





（※以下はレベル５の専門分野「業務システム」の例）





（※以下はレベル５の例）





（※以下はレベル５の専門分野「プラットフォーム」の例）





（※以下はレベル５の専門分野「プラットフォーム」の例）





（※以下はレベル５の専門分野「システム開発」の例）





（※以下はレベル５の例）
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